
Title 大都市生活圏の決定について（東京都市生活圏の調査）
Sub Title
Author 奥井, 復太郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1934

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.28, No.10 (1934. 10) ,p.1529(57)- 1574(102) 
JaLC DOI 10.14991/001.19341001-0057
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19341001-

0057

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


大

都

市

塵

I

決

定

U

っ

ぃ

ヲ

.

.
:

v
パ
，

.

:

,

'

.

.

ス
東
京
都
市
生
活
圈
の
.調
査
'

)

，

：

'
'
.
H

.

.

. 

* 

-■ 

' 

/
 

. 
• 

: 

. 

, 

•

.

.

.

. 

. 
、
 

.

.

.

. 

r:
'. ..
.
.
.

. 

' 

r

へ
ぐ
：

'

。

：

.
V

 

. 

. 

• 

. 

- 

 ̂

-
 

M

 

s

 

0
 

}

.

:

.

■.
:

.

,
;'
.
:
:
'
•

. 

'
 

.序

.
/

'

此
の
論
文
で
は
現
代
大
谢
忠
境
域
は
.那
遴
：黑
む
可
き
や
を
論
じ
て
見
た
い
^,
^

ふ
。
即
ち
、
一
例
を
以
つ
て
云
ふ
な』

ば
、
何
處

$

が「

朿
京
|

で
ぁ
ら
ぅ
か
？

勿
論
、
行
政
地
.區
と
し
て
の「

東
京」

は
魄
|

ま
つ
て
I

。
之
れ
に
ょ
れ
ば
裏
驛
を
中
心

.と
し
：て
半
徑
十
哩
を
以
つ
て
靈
か
れ
た
一
圓
、
之
れ
が
現
在
の「

I

市
I

火
體
に
於
い
て
包
含
，す
る
幾
何
i

で
あ
る
o
.
其
れ
故
に

直
線
距
霞
し
て
見
れ
ば
、
中
心
ょ
盖
て
、
東
西
南
北
、
：：四
方
へ
の
距
離
は
ほ
4

し

い

ヮ

名
I

。
し
か
し
、
例
を
以
つ
S

.

.へ

.ば
、
此
|

何
學
的
圖
形
の
外
に
.あ
る
、
川
崎
、
I

等
の
I

は
、
同
羅
の
內
部
に
あ
る
、
即
ち
北
I

、
北

屋

—

地
域

.名
で
5

.ば
足
立
區
花
ガ.

.
板

置

赤

塚

、
練
馬
の
：地
方
[

.

に

比
し
て
ョ
リ
東
京
的
ち
は
無
か
|

か

。

更

'に

そ

の

土

地

に

於

け

る
一
部
分
の
者
の
生
活
か
も
知
れ
な
い
が
、
湘
南
地
方
、
.殊
.に
鎌
倉
：の
如
き
は
も

う

一
歷「

取
京
的」

セ
は
な
か
6

う
か
。

替

現

负

.の
大
都
市
は
一
體
何
I

s

其
の
領
域
で
あ
S

め
問
題
が
生
：じ
て
來
る
。ベ
行
政
上
■.の

裏

の

問
^
 

大
都
市
生
活
圈
の
決
定
に
つ
い
€

五

七

2

五
一1

九
し



大都市

|

圈
|

5

:いて
 

瓦

八

(

i

§

る 

'

親
逾
っ
市
域」

で̂

る
も
の
：と
：

'

:

特
政
論
的
に
恩§

然「

市
域
だ
：：る
べ
：き.

急

0̂
^

^
 

ね
ぱ
& '

ら
ぬ

'

關
係
が
'あ 

る
。
大
東

r

以
前
め
來
潦
市
蔷
市
域
が
行
政^

の
：

「

東
京
市」

0

つ'

た
が
之
れ
を
、

：

行
政
的
踅
て
當
然
取
京
市
た

「

る
可

f

の
に 

す
，る
#
め
に
新
市
域
を
編
人
し
て
、

'

現
祛
のr

東
.

京
市」

を
作
り

.

.上
げ
たo

此
の
新
市
政
境
域
と「

東
束
的
.

」

な
る
地
域
と
は
、M

に
行 

政
的
に
銃I

せ
ら
る
可
きi

の.

で
あ
る
か
、
否
か
は
、.

行
政
論
的
に
決
定
す
べ
き
問
題
：で
：黎

東

京

府

の

大

半

を

占

む

る

皇

：つ 

た
東
矿
市
に
對
し
て
特
別
，市
制
、

.

乃
至
都
制
案
の
必
要
：が
決
忠
的
に
認
め

^

れ
：て
：ゐ
る
事
に
微
し
で
分
明
す
る
：欉
に
、
現
相
の
：市
的
に 

は
'

、.
.

行
政
論
的
に
見
て
：そ
れ
に
相
當
な
市
域
が
あ
る
笹

.

で
：
あ
.：る

O

都
市
が
膨
脹

m

^

^

^

w
o 

%

^

m

>

現
抵
の
®

以

去

、地
域
备
政
上
で
統
一
す
る
可
否 

能
否
ば
、
：唯
單
に
、：社
#-
的
經
濟
的
文
化
的
に
.取
京
市
が
瑰
市
域
受
に
.摘
太
^

力
ぬ
。
行
政
論
上Q

考

泰

必

要

と

な

つ

て

來K
。。

此
Q

場
合
に
も
、
旣
に
述
べ
た
様
に
篕
の
制
度
を
以
つ
て
す
る
馨
と
、
新
制 

度
を
以
つ
て
し
て
の
適
否
と
が
別
途
に
考
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

故
に
現
在
の
様
な
大
都
會
主
義

(

主
義
と
灵
ふ
も
の
土
つ
の
傾
向
に
過
ぎ
ぬ
ヮ
ヶ
で
あ
る
が

)
Q

.

時
代
に

.

お
つ
て
は
、他

-
^

i
s

書 

又
は
線
合
都
市I

I

も
の
が
考
究
さ
れ
つ
、I

。
最
近
、
內
務
猶
で
は
、

「

經
濟
連

f

f

i

に」

し
た
五
大
都
市
の
地
方
計
劃 

を
考
察
し
つ
、
あ
る
さ
ぅ
で
、
之
れ
に

I

七
、
，
束

.

京

地

方

黯

、
へ
大
版
地
方
計
劃
-
名
古
屋
地
方
計
劃

、

福
岡
地
方
計
劃
.
北九
州 

地
方

|-

1*

劃

が

名

指

さ

名

ゐ

石(

昭
和
八
年
九
月
ニ
日
、
畤
事
新
報

〕

之
れ
と
_
聯
し
て
行
政
上
の
何
等
か
の
連
絡
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な 

ら
ぬ
。
其
れ
故
か
本
年
艽
月
九
日
の
苽
京
朝
日
新
聞
社
說
は
、
地
龙
長

{

目
會
議
に
關
聯
し
て

「

地
方
ブ
ロ
ッ
ク
^
示
唆
し
杧
っ
ぃ
て
领
じ

て
f

。
.即
ち『

地
方
の
.實
情
は
今
日
都
市
許
畫
蓄
ぇ
た
.地
方
S

I

要
と
し
1」

€

如
く
、歡

行

政

農

に

聯

擎

べ

き

地

7
 

フ
ロ
ソ
ク
.の
必
要
に
逢
着
し
始
め
た
。
然
し
そ
れ
，は
單
I

ブ
ロ
ブ
：ク
^
/終
ら
ず
。
更
裏
ん
セ
地
灰
行
政
體
系
の
禅
吟
味
を
督
促
す 

る
も
0
.と
.し
.：て
©
大
な
る
意
.義
を
持
つ
.も
.の
と
思
は
れ
.る』

(

舞
亂
紙)

；
バ
，
. 

：
'■

:

邦
く
の

I

清

i

.

.
今

一

'
度
、
與
.へ
ら
れ
た
る
行
肇
位
と
.し
て6
市
、

.

「

及
货
市
域
を
別：

^

3
.

て
太
孤
市
め.

境
域
に
つ
べ
て.論

，
.

ず

る

爾
f

 

:

_

な

蕃
|

う
J

T

'

此
-

の

”

;

:

へ
，：：
”
：：
：.'
 

’

,
0 

S

雇

で

磨

に

な

る
.
s

t

i

r

何
が
大
都
市I

衾

V
:
:

:之

れ

て

S

か
の

I

H

於
い

て

人

口

瓦

萬

麁' 

?

單
位

-

^

.

為

る

程

度

の
I

.

秦
す
と
述
べ
た
事
が
：あ
つ

.

た
o

'

此
：凝

^

っ
-て
人
々
は
太.都

：
市
、

世

界

都

市
-
，
東
は.メ
ト
ロ
：
ポ
リ
ス
ー
と
呼
ん
セ
ゐ
る

o
衰

が

今

、
奪

對

象

と

：ず
る

.帮

も

大.體

、
か 

\
る
も
€>
と
定
め
た
い
。

 

ぃ
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.

へ
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'
此
；の
範
圓
の
都
市
I

國

で

霧

.
1
:む

卷

、

f

 く

產

'
大
阪：

の
.證

方

f

l

o

;地
方
4

奚̂
 

藍

で

は

"
啦
市
：、
鐘

市

、_

で
は
神
f

阪
神
地
方
等
が
共
把
附
葬
■

齡

圍

鹿

氣

_

て
ゐ
る
と
考
へ
た
，か

氣

只
ち
此
の
地
.域
ば
各
.々
 ̂

地
.方
、；

大
■
都
市
地
.方
と
も
糊
ず
ぺ
き
も
0;
で
、
it
'
へ
近_

Ir
r
地
方—

シ
テ—

 
1

9

1

ジ
日
、ン
ー 

I

I
靈

を

以
I

:
呼
ば
れ
空
ゐ
1

:

1

:該
當
す
：|

:又
： .

窗

H
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I
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ス
ト
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I

シ>
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,
尤

常

生：活
圈|

定
に
，
ミ 

§

 

'(

£■
■

〕
は
何
か
と
云
ふ
：事
が
先
づ
究
明
さ
れ
ね
ば
な
；ら
ぬ
0

'

.

-:

一.
.是
等
の
名
稱
は
、
市
と
か
町
と
か
；云
：ふ
：呼
稱
が
行
政
的
意
義
を
の
：
み
、
一
含
め
て
ゐ
る
め
に
對
し
用
ひ
ら
れ
た

^

_い
、
そ
れ
故
に
、
此
の
.都
市
地
方
な
る
も
の
V
.權
成
：迄
は
、
.中
心
點
た
る
ベ
き
7|
1(

又
は
毋
市〕

と
其
.の
附
近
の
醫
地
域
と
が
要
素
と 

:な
づ
て
ゐ
る
。
或
者
は
後
者
を
名
づ
け
セ
後
背
地(

ヒ
ン
：タT

1
K

ン
ド〕

と
呼
ぶ
。
.が〜

る
#:
在
を
特
別
に
法
意
す
る
«

に
な
つ
た
の
は
、 

大
都
會
の
膨
脹
.の
結
來
で
：あ
る
に
は
違
ひ
な
い
ー
が
、
交

通

機

關

：

0
發
達
が
多
大
.の
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
を
見
逃
し
て
ま
な
ら
ぬ
0「

メ
ト 

ロ

ポ

リ

タ

ン

ミ

“
一

I

テ

ィ

著

容

で

あ

る

マ

ッ

ケ

ン

ジ
.
-は
、
此
の
關
係
に
於
け
る
證
と
自
動
牢
と
の
及
ぼ
し
た
影
響
の 

著
し
い
相
違
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、
鐵
道
時
代
に
あ
.つ
.て
は
、
を
國
交
通
網
P
形

成

に

際

し

て

、
都

市

た

る

可

き

も

の

.、
•

.

を 

決
定
し
た
。：

し
か
し
、
此
の
時
代
に
あ
？

は
、
未
だ
、
斯
く
決
定
：せ
ら
れ
た
#
■
即

ち

都

市

の

：內

部

的

外

諸

Q

持

色

ま

で

變

化

：

さ 

せ
る
に
は
到
ら
な
か
つ
今
し
：か
1>
此
の
交
通
網
を
碁
準
と
^

て
の
其
^
後

の

齋

肢

吒

自

動

窜

時
ft
'
.E;
l

i€
及
ん
で
、
先
に
定
め 

ら
れ
た
地
酈
と
し
て
の
都
市
の
.形
相
を
全
然I

變
せ
し
め
る
に
列
つ
た
。
ど
ぅ
云
ふ
風
に
か
と
^

ふ
と
*
自

動

^

交

通

の

發

展

に

ょ

つ 

.
て
、.都

市

の

膨

脹

が

地

域

的
|

の
.擴

太

を

可

能

な

ら

し

め

て

、
：從

#

の
'

つ
：た

^

^

が

其

の

附

近

に

勢

力

の

觸

手

を

延

ば

し 

得
.て
'、
：
之

れ

を

都

會

化

し

て

來

た

事

で

‘

芩

？
換
|
字
る
と
、
'從
來
の
都
會
で
.は
,
都
會
と
其
办
周
.圍
と
.
^
^

.舍
で
あ
つ
た
も
の
が
、
令
日
で
は
都
會

|

郊
外
一
^
都
會
丨
田
食
と
云
ふ
様
な
形
態
を
帶
び
る
に

到

つ
た
と
云

ふので

あ
る
，

此
の
瑰
象
.を
迦
解
ず
る
爲
め
に
統
計
を
援
用
す
ふ
な
ら
ば
、
.大
都
會
を
中
心
：と
.し
た
©'
動

堪

網

：：の

發

達

と

、

.併
せ
.て
^
^
^

義
を
有
す
る
都
市
近
郊
軌
道
交
通
機
關
の
謹
に
つ
い
て
見
る
が
い
'先

づ

取

京

府

關

係

の

，自

動

g

總

數

を1
ず
る
i

、

I

!

1

大
正
七
非
を
指
數I 

0

0と
し
て
、
次
の
如
き
增
加
が
示
さ
れ
る
A 

(
一

九11

三
部
版
.
M聲
部
鑑
所
揭
麗
廳
調)

大
.，

正

毛

年

，
 

同
:

八

年
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同

：

.

.

.
'九

.
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.
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同
.
.
' 十 

'
'
.
年 

同

十

1

年 

•
同
.
十
' 

ニ
年
一. 

同
十
三
ヾ
部 

.
同
：
十

四

年
. 

昭

和
.1

兀
_
年 

同

.

ニ

牢
 

同

三

年
 

同

四

年

. 

同
：
.
五
 

'
.年
. 

同

.
六
：

年
.

.

■:

1

〇
〇

cニ
、〇
七九
！
；>

...

.

匕

四

七

■

,

.
，.'.
こ

.

.;■

.

し
.：十
七
八
'
.
: 

一 ..：：
：..

：

.：

:

一

九

七

く
 

二
三
三 

.

V

:-
’

'
1
—

.

「

四

.
' 

ハ
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：
'マ 

.

っ

$
四
五
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.
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一
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3
八 

'
.
.
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.

」

' ソ 

〔

1、ニ
七
八(

ニ
四
、
©九
”輛)

.：，
 

：

.之
れ
に
對
し
て
乘
合
自
肇
の
發
達
を
調
べ
る
と
大

S
蓄

指

數

5
〇(

車

輛

:«
と
す
れ
ば
昭
和

5
^
^

大

都

市

虫

活

圈

の

決

宛

に

ら

い

，
て

■

、
'

六」

.

(
1

五
三
ー
三：>



:大
；赛

達

姻@
:決
_

:
っ
^
.て

'

六
•ニ
：

:o
l
:5

—-四〕
て
，お
：る
.

(
-
S

鳥
義
S
鄭
跃
_

京
市
を
：中
心
と
:1
.
た

乘

合

自

動

車

；の

'發
達
史
は
、
太
拓
|
;
1年

四

月

京

王

：電

麗_

社》

1
:時
§

^

诞 

轉
に
依
る
も
の
が
嚆
矢
：と
す
る
、
獨
立
の
營
業
自
.的
を
以
て
乘
合
自
動
祺
が
出
現
し
た
の
.
.は

大

疋

八

年

三

月

の

'束

京

取

街

自

動

単

株

式 

會
社
に
依
る
舊
市
内
.二
四
哩
の
營
業
運
轉
を
最
初
と
す
る
、
郊
外
に
於
て
は
同
年
士
ー
月
板
橋
自
動
車
株
式
會
蹄
の
竺
哩
四
分
の
營
業 

線
路
が
最
も
古
い
、
之
に
續
い
て
京
濱
乘
合
、
葛
飾
乘
合
、
代
々
木
乘
合
等
開
通
し
た
が
簾
災
以
前
に
於
け
.る
郊
外
乘
合
自
動
車
の
規 

模
は
未
だ
微
弱
で
あ
.つ
た
、
.昭
和
七
取
七
月
現
在
で4

^

外
乘
合
自
動
雄
の
經
營
主
賭
四
.五
に
及
ぶ
が
、
そ
の
開
業
年
次
別
に
之
れ
を 

調
赉
ず
る
^
大
茈
，八
年
ょ
技
、
士

1

年
迄
の
：間
に
は
九
、
.同
十
三
年
ょ
り
昭
和
ニ
'年
迄
に
は
ニ
〇
、
同
三
年
ょ
り
.七
年
ま
で
に
：は
一
六 

と
123
C

4
傾
向
を
以
つ
■て
增
加
し
て
來
て
ゐ
る
、
即
ち
關
衷
大
震
災
以
後
の
著
し
.い
發
M
が
窺
は
れ
る
。(

「

東
京
市
郊
外
に
於
け
る
交
通 

機
關
の
發
達
と
人
ロ
の
■
⑽
し̂

京
市
昭
和
ヨ
屯
。
-1
大
m-
M
區
域
內
に
於
る
交
通
機
關
の
現
勢」

取
京
市
電
氣
I

務
課
昭
和
七
年
.

)

以
上
の
營
業
成
績
發
展
に
就
て
見
る
と
昭
和
一
系
七
月
現
在
で
は
經
營
主
體
三
三
、線
路
苴
長
.
一
六
一
一
籽
强
、乘
客
實
數
七
、
六
〇
八
、 

四
七
ニ
入
之
に
對
し
昭
和
七
年
度
新
市
部
乘
合
自
動
雄
め
經
營
生
體
は
四
四
、
.
營
業
線
路
亘
長
七
四
六
*
七
籽
、
乘
祺
人
員
一
三
六
、
九 

九
五
、
.

一

一
七
.五
人
で
あ
る
*
右
の
事
情
.か
ら
東
京
布
交
领
機
關
乘
客
'0
機
關
別
分
布
を
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
0

.
省
.
：電

'

:

:

:

.

_
郊

^

 

市

電
 

バ
ス 

大

3E
:

八
. 

ニ

.
七
：

'.
:

没
ハ
. 

七
八
•五 

H
1

 

.ノ

昭

'
ぐ
和
：'

,二：
：ニ
：パ

「

 ̂

:
 

ニ
ニ
•〇 

三
九.

0

 

七
•〇 

.

束
京
.に
於
け
.る
タ
午
，シ
1

の
潑
展
を
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
り(

長
尾
半
平「
大
都
市
交
通
と
そ
の
對
策」

都
市
問
題
十
叩
卷
三
號)

大

正

十

三

年 

.
三
、
一
三
八l

l

l

i

i

a

i

g

l

l

g

f 

p

r

r

l

l
I
T

屮

四

苹
. 

：

三
、八
ニ
七
：： 

‘

：
：：

同

十
s

年
：へ 

四
、
八
七
一 

.

•■

昭
：
和
.'

ニ
：
牢
：

？

' 

-六
、七
四
四
''
:
-
:

:
.
:
.
'
、

.
”

く 

-
一.同

-

H

r部
;;
'.ぃ

,

:

V- 

V

0 

.

;
四
.；
..年—

....
 

.

.

.

.

.

.
4
0
、五
〇
9

.

:

,:;
?
:
!
.
,
■;

.

.

.

.

.

.

同

.气

年

C

七
月 
>

:

パ

.

V
:
:

:

ー0

、
七
0

〇

(

昭
湘
七
筇
の
:«
數
は
ニ
四
、七
宄
：1
そ
0,
想
^

1
目
¥
均
乘
客
：̂
3

1

1ニ
茹
1

0

5

0人
.
^

- 

11 

- 

: 

- '、
 

... 

i 

t
- 

-

I*
: 
'
*
.
.
.
.

■
.
.
.
.••. 

f
. ■+
 

... 

.. 

. 

• 

•
•
. 

.

次
に
汰
朝
市
乜
於
..い
て
.自
動
寧
交
砸
と
词
様
な
意
' »

支

持

つ

も

：の
，

#

近
.郊
來
設
鐵
道
及
麗
東
軌
道
で
あ
：る
。
此
の
交
通
網
は

勿論、

 

自

動

囊

4
は
異
つ
於
機
能
集
し
て
は
ゐ
る
で
あ
ら
ぅ
が
、
‘近
郊
交
通
機
關
と
じ
セ
，

冼
づ
同
-
の
役
目
の
も
の
で
あ
る
と
云
つ 

て
差
支
な
い
。
之
れ
亦
鐵
道
锴
の
線
.

蔌
統
即
ち
山
手
線
、
；中
* '
.

線
、
京
濱
櫻
木
町
線
、’
橫
須
賢
線
、
策
#
京
濱
線(

大
宮
線)

總
武
船 

■
線(

以
上
麗
$

及
.び
湘
南
線(

熱
海
、
小
田
原
線)

を
幹
線
と
し
；て
、
多
く
の
秘
設
の
郊
外
'®
取
の
系
氟
を
作
り
上
げ
て
ゐ
る
。
此
の 

交
通
裯
の
.發
達
も
、
又
比
較
的
近
來
の
も
の
で
あ
る
琪
が
、
次
表
：に
ょ
0

て
明
臣
と
な
ら
.ぅ
0

:.,
义

4

 

:

束
京
近
郊
軌
道
、
地
方
鐵
道
の
現
況
;'
:

.

.

'

•

.
'

囊
開
始 

'
營

業

籽

-

り
乘W

.

數
.

"

:

京
？

.

. 

0

呢

三

.ニ
 

'
■
•
0

 

:

:

1

&
、
八「

四
、
ニ
五
八

西

武

鐵

道
.

.

.

V

I

;
.

.'
_

|

.
/

'

.

.
§

_

_

大
I

 

I

I

決
定
.
S

ぢ

• 

I

'

 

2

1



大

都

市

坐

活

圈<0
決
迨

に

：
0
い
て

 

六
四

(

一
五
：
三U、
ノ

主

川

郷

鐵

"四〇

.

.:

誠

I
,

 

一：
^
七八I

r
s
l
T

 

主：子

電

軌

四

四

. 

f

六
•四
へ
： 

ー；
七
、
六
：六
芄
、
九
七
'ニ 

京

成

電

軌

大
:

--
:

七
.一一

1

•
九 

一
九
，

I
X

六
.、
四
八
で 

京

玉

m

m

ニ 1 

四
五
•
八
リ
ノ

城

來

ヘ

電

軌

.
ン

六
:■
■

ぐ
. 

一
'

.M
.

•
ニ 

'

七
、
八
七
一
、
四
〇
九 

.

池
-
上

爾

軌

:

ン

ニ

;
“

： 

1

三
’
四
〇
五
V

H
ニ

九

_

武
贼
脲
鐵
道
.
ニ

 

て
六
ー
テ
七
、

、；：

ハ
九
、

九

五
九、

九
一
一
九

策

武

鐡

道
 

一
三 

三
八
ニ
*

.

-
I

一
 一

一一、〇
六
七
、
ニ
ー
0

:

'

來

橫

爾

鐵

：

―.五

■

ソ

：

f

s

i

Qノ 

L

一
、四

五

六

五

四

,
ぐ
'

'

:

小

田
餘
.鐵

簿

；

.：：-

眧

.
二
.：
：
：
”
， 

.

^
.
v
. 

-

備

考

：：

「

昭
和
六
部
度
中
若
は
同I

響

在」
以

上

苜

產

布

蓮
 

,

項

に

二

重

の

撃

が

あ

る

の

は

、
地
方
鐵
道
及
軌
道
の
區
別
に
よ
る
も
の
で

I

。

く

,

議

の

一

.一

.尙
此
の
項
に
就
、
て
は
昭
和
三
年
迄
の
敬
字
で
は
あ
を
が
前
掲
の
改
造
社
版
、
日
本
地

.理
大
系
第
三
卷「

大
m

京
篇」

.s.

内
鳥
！̂
三 

郞
氏
©.「

交
通
し
の.項
を
參
照
さ
れ
た
し0

'

.

:
む
，:
ゾ 

.

.

東
京
近
郊
の
交
通
機
關
の
發
達

(

鐡
•軌
道
.

)
.毎
五
ケ
年
線
路
開
設
軒

明萍

, .

ロ

•

五
」 ー

か38

"4 3 四
五

〇

大 4 七
〇

〇

〃 9
iu

"14 四
〇

四

昭 5 九
七

•，9h
七

合計

五
四
七

V 

.
併

考
fe
I

字
s

i

革
場 
一I

よ
f

の
f

:.
1

野
、
裏

、
靈

線

、
小
田
急
、
：棄

橫

濱

、
.帝
I

鐵
、
目
黑
蒲
田 

他
上
.
.
.：'の
諸
池
方
鐵
道
、
證
軌
道
に
っ
い
て
の
數
字
セ
あ
る
。

 

J

此
，.の
表
に
よ
っ
て
明
瞭
で
I

I

5

郊
の
鐵
，1

は
1

温

及

び

昭

和
I

 

前
I

I

の
調
f

よ
れ
ば
大
疋
I

の
乘
客
霧
數」

8

S

し
て
ニ
四
o

i

l

和
一一

年

祟

さ

れ

て
ゐ
る
。
尤
も
、 

前

表

の

蠢
I

全
部
I

I

の
も
の
と
I

へ
な
い
。
朿
f

露

社

編

の
l

i

'

f
昭

和

書

對

す

る

數 

字
と
し
て
蜜

I

の
近
郊
電
I

道

の

業

距

離
I

一
 

三
•
一

 

籽
に
I

し
て
ゐ
る
。

.

前

表
I

關
發
達」

中
の
昭
和
五
年 

宋
に
於
け
る
二
老
I

s

’同
|

開
|

裔

本

線

松
f

 

B

I

Q益

が

銎

し

て

翁

。
し
t

そ
れ
に
I

&
す
、
躭
S

ベ

た

期

間

，に

於

い

.て

：$
造
郊
の
地
方
鐵
道

此
の
新
發
展
が
東
京
西
南
郊
に
於
い
て
見
ら
.れ
る
の
も
周
如
の
事
實
で
あ
る
。

'

斯
く
の
如
く
し
て
.
、
.大
I

は
S

發
達
と
共
に
、
周
阓
の
I

地
へ
.と
其
の
I

I

ば
し
t

行
く
へ
^

此
_

は
中心

i

各

方

面

湯

し

產

離

I

.

W

S
れ
？

 

S

行

く

勢

力

の

中

署

れ
I

素
の
性
I

延
び
行
く
方
向
に
所 

在
す
：f

域
の
但
質
I

 

£

擴

溢

程

.

羞

穿

1

‘蓄

I

、
唐

時

間

韻

I

f

f

明
e

に
な
ら
ぅ

。 

I

績

遺

I

s

來
、
半
都
會
地
が
出
來
上
っ
た
。
H

て
■.郊
外
f

郊
外
は
、

.
f

 

i

方
f

や
I

し 

た
。
其
I

於

い

て

は

、
，
品

川

、

目

白

、
'繁

大
都
亦
坐
活
幽
の
決
楚
に
っ
ぃ
て 

•

CI:

五
三
：七；

>



大
都
布
生
'活
_

の
，決
定
に
つ
い
て

 

六

六

(
1
.

五
三o

 

ぅ

。
本
鄉
駒
洚
の
邊
が
植
木
屋
.の
地
區
で
あ
0
た

赔

代

を

知

：
つ

七

ゐ
^
人
々
す
ら
、，
今
日
な
ほ
現
存
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
し
か
し
、
.田
園 

o
nn
に
.散
往
す
る
住
宅
形
式
と
琴
ふ
も
物
を
以
七
て
郊
外
と
す
れ
ば
、
前
に
述
べ
た
檨
に
郊
外
と
：

w

ふ
も
の
は
、
今
日
、
更
に
更
に
外 

方
忆
.移

：つ
，た
：。
：
所

に

ょ

：つ

」

て

興
.る
.ヤ
，あ
ら
ぅ
が
ハ
：

.：親

束

凉

市'の
市
讀
た.
.る
、
中

心.ょ
4

十

哩

半

徑'の

周

邊

あ

た

り

：に
.は

じ

め

て

、
，現

在 

セ
は
：そ
れ
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ち
-̂
か
0
加

之

：、

現

准

で

は

、

_郊
外
の
；飛
地
.と
も
稱
す
べ
き
も
の
が
出
來
て
し
ま
.つ
た
。
淅
南 

她
方
に
於
け
.る
、
':
朿
京
通
勤
考
の
：住
_宅
地
域
は
氾
さ
に
'そ
れ
で
あ
る
タ
. 

.

:

か
く
の
.如
.く
大&

市
の
へ
日
常
住
活
に
於
け
る
勢

'力
は

..摘

大

し

：て
-7
つ
たp 

*

の

日

常

生

活

上

，に

於

け

る

大

都

市

の

.勢

力

の

及

ぶ

範

圍 

を
都
市
勢
カ
_

又
ば
都
市
.生

活

：圈

セ

名.づ
け
る
。
故
に
大
都
市
：の
境
域
を
決
足
す
る
琪
は
、
此
の
都
市
坐
活
圈
の
.決
定
に
外
な
ら
ぬ
。 

從
：つ
ヤ
.次
：に

は

都

市

坐

活

圈
.の
1

:
に
"つ
：い.て
.究

明

し

な

け

れ

ば

な

：ら

ぬ

.0
:
:
:
.
:
,
:
.

て
：
.
.

:

.バ 

三

.

.

.

:

、

：

;

行
政
的
に
戚
劃
せ
ら
れ
龙
都
市
に
對
し
て
、：

其
：の
經
濟
的
社
會
的
銃
：

1

性

を

有

す

る

：地

域

を

呼

ぶ

o
.に
：都

市

勢

力

圈

又

は

部

市

生

活 

，
圈

な

る

言

跑

女

以

つ

ズ

す

る

。
例

：
へ
：
ば

昭

和

：七

年

十

月

以

前

の

舊

朿

京

市

は

行

政

的

に

見

て

統

一

」

體

で

あ

る

が

、
其

の
1̂
罾
7|
)
外
她

に 

;於
い
て
：營

ま

れ

た

生
.诉
は
旣
：.に
、
來
京
的
；で
あ
つ
た
リ
故
に
^

家
の
：都

市

勢

ヵ

圈

又

ぼ

隹

活

圈

ば

當

時

の

.市

域

ょ

り

遠

：べ

外

方

に

擴

つ 

て
'ゐ
.た
i

M
つ
：て.捲

支

な

：い.。
故
冗
都
市
勢
カ
圈
又
：は
生
活
圈
な
：る
も
の
は
、他
の
何
等
か
.の
標
徘
で
別
個
に
宛
妁
ら
る
可
き
も
の
で
、 

其
の
方
法
を
本
稿M

於
い
そ
論
ず
^

ヮ
ヶ
で
炎
る
が
、.
，一
般
■

に
.沄
ふ
'>
、
前
に
述
べ
た
マ
ッ
_ヶ
ゾ
ジ
ー
の
様
に
、
火
都
市
地
域
と
商 

業
取
引
觚
域
と
治
分
け
て
觀
察
ず
'る
事
が
.出
來
る
。
，

「

.太
都
市
地
：域
^
•は
：

1

地

方

人

口
の
！：！

常

の

經

濟

，
社#.
活

動

が

其

の

地

方

の

故

同

畲

織

霞

：を

迎

乜
|

ま
れ
石
地
域
し
を
指
し
—

質

的

芸

篇

娜

f

i

l

l
域」

I

り
、「

水
道
、
燈
火
、
衛
生
、
切 

ブ
■

么

益

肩

業

力

％

寒
2
£題

名

翁

姐

老

#

減
に
相
腐
す
る
-

袭

^

意

山

地

漱

は

、
都
市
勢
力
め
及
ぶ
、
.一
段
と
.霞
 

な
她
域
に
該
當
し「

都
市
に
馨
す
る
地
理
的
境
域
で
經
濟
的
に
其
'の

都

市

，に

從

篤

し

、
之

れ

に

對

し

て

そ

の

都

市

が

、
■

市

場

及

び

金
融
中
心1

?

て
f

」

地
_

,

。

顧

，取
引
の
：.

蟹

當

、

'也
の
領
域
は
畫
別
，の勢力她域となつ

.て
現
は
れ
る
。

(
M
e

 K

名 z

一

e
r
l̂
e
M
e
t
l
r
o
p
p̂
a
n
:

 c
o
m
m
u
n
i
t
y
.

 

1
9
3
S

確
か
I

市
：の
商
業
的
經
濟
的I

は
i

s

笑

，
次
都
沛i

#
域
ょ
り
遙
か
遠
隔I

s

州
す
る
、

f
 
I

Iい 

塞

.の

作

用

が

獎

で

翁

。
：取
北
謹
鄙
の
商
人
が
取
京
の
麗
と
連
絡
を
有
す
る
が
如
き
、
そ
の
例
で
ぁ
る
。

「

經
濟
的
に
從
学 

る
地
域」

真

l

i

:
 
J名

霜

羅
f

は
：蒙

f

,い
々
：
考
ベ_

f

る
.森

市

慕

濟

勢

力

I

考

I

I

赢
社
れ
る
場
合
f

為

し

歡

ー

都

市

^
^

と

翁

，探

る

事.は
"
商

取

リ

そ

れ_
體

が

昼

處

粹

な

：

為

■

§
子

老

そ

好

適

教

念

、丈

^

ヒ
^

靜
密
は
期
し
得
る
ゃ
最
近
、
此
ゐ
身
■

最
も
迪
_

盏

究

は

川

裏

夫

§

「

都
市
髮
麗
定
因
子
と
し
て
.
.の

蕾

爲

替
,0
銳

/ 

.反
之
：S

着
の
共
通
性
論
ぐ
大
都
市
塊
_

決
：定.は
：f

都

市

の

：
内

容

を

ね

麥

簡

單

杧

解

釋

す

•

が
出
來
な
い
故 

に
'
:
研

究

調

裔

走

科

學

的

な

馨

：が
期
：し
：躺

い

點

'が
頗
^
暴

ベ々
水
道
電
氣
瓦
斯徽
生

を

共

同

的

設

備

色
 

i

し
.て

取

扱

ふ

身

'ふI
は
.',
'
ど
■

度
に
解
釋
さ
れ
る
.べ
き
も
■

ぁ
る
か9:

同
：S

營
體
：宰

に

秦

大
1

.

1

1決
f

つ
い
.て
 

、
 

'六

七

C

I

I



ナ
都
"
生
沾
_
.の̂

定
に
.
o
'
.
い
て
' 

六
.八
.

(
一ハ五：1

四
O
.
V

備
と一
其
ふ
力
.農
營
體
は
卵
で
も
、.
.

「

其
0
地
^

^
同

じ

様
.̂
是
等
^
問̂
^

0

へ
.ば
上
水
1*
ゎ
問
®
 

に
就
v>
.-t
:
:見
:̂

ば
、
現
祐
0:
.斯
京
^
^
;の
全

部

に

苴

ろ*
同
^
經

營
^

に
^

«

水̂

が

供

給

せ̂
れ
.て

ゐ

る

ゎ

け

.で
は
な
い
。
取
京
节 

の
#

合
に
於
.い
セ
呔
、
：.玉
⑴
水
填
の
質
收
の
如
ぐ
經
營
赛
が
顿I

さ
、れ
：る

可

能

性

宏

：る

が

、

：

現

在「

.の
镂
に
廣
い
地
.域

^
耳

つt:
J

.t
J 

坐
.活

が

れ

.る
場
合
上
水
供
給
'の
#:
業

：が

奋

部

同

-
經

營

者

jQ

举
M
歸
す
る
も
の
と
：は
、
考
へ
ら
れ
な
い
o
,あ
る
經
營
者
に
ょ
る
上 

水
翁
の
設
備
の
^

名
地
域
i
金
然
此
0
設
備
0
;な
い
.地

域

が

隣

接

ず

る

：場

合

姥

兎

に

角

;<
?
:し
*

後
で
法
#
的
因
子
の
所 

題
'に

つ

い

そ

述

；
ベ

る

様

^
雪

^

は
異
つ：

て
ゐ
る
：が

上

水

設

備

を

持

：つ
た

'地
：域

が

連

鎖

的
'に
.存
在
す
名
場
合
も
考
へ
：ら
IX
る
。

.ぃ
社
^

®

濟

的

：
旨

常

生

都

を

共

同

に

.す
る
と
5

考
へ
.方

は

、
：
.
明

瞭
.0
:翁
で
、
：本
質
的
に
は
不
朋
瞭
な
も
の
を
多
分
に
含
ん
で
ゐ 

る
.
o
.し
か
し
、
都
.市
坐
活
の
境
域
が
確
か
に
■行

政

區

劃

の

：.內

外

に

別

在

-'

1.
:て
ゐ
2>
翦
は
、
疑
を
容
れ
' &

い
0

そ
こ
で
^

問
題
を
、
f

つ
め
て
行
か
ね
ば
f

な
いo

v
，

？

，
.
、

:r
'
:
r
:'.:''マ 

川
0
氏

は

都

市

勢

ヵ

圈

占

茕

ふ

名

稱

を

用

ひ

、
ら

れ

、

主

：と

し

，て

商

業

沽

動

を

因

子

, ^

し
.て
之
れ
を
51
£

め
ち
れ
て
ゐ
る
が
、
之
れ
に
對 

し
て
矢
張
、
大
都
市
坐
沾
地
域
を
示
す
言
葉
と
し
て
は
、
都
市
生
活
圈
の
言
葉
を
適
當
と
し
ょ
ぅ
。
此
の
一
一
つ
の
名
稱
は前

！； p

マ
ッ
ヶ 

，ツ
ジ
V

の
兩
她
域
區
別
に
對
'1
,
^最
も
ょ
く
適
應
.オ
：.る
4

の
；'<
!
:
}不
.へ
る
。
.そ
こ
.で
、
'都
市
生
活
圏
は
ど
ぅ
し
て
定
め
る
か
。
之
^

がH
F

 

題
に
な
る
o

.,
:

■ 

•
:

. 

. 

.

! 

■

は
、
以
下
各
項
で
論
ず
る
様
な
諸
因
子
を
顧
出
し
：て
見
た
。
：
日
く
定
期
愈
旅
客
交
通
量
、交
通
等
時
間
距
離
等
の
交
通
的
因
子
、 

新
聞
市
內
版
配
達
、
，百
貨
庙
無
料
配
達
等
の
社
會
的
因
子
、
電
話
即
時
通
話
、
.速
達
便
配
達
等
の
郵
便
的
因
子
、
都
市
計
鬻
法
•
び
街

地
■

物
取
締
法
•
借
家
借
地
法
等
の
法
律
的
因
子
等
々
。
I

は
都
市
I

に
何
等
I

關
係
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
で
、
.從
つ
て
之

れ
を
因
子
と
し
て
、
I

I

.
圈
の
決
定
I

少
乍
I

確
：に
な
し
得
る
.と
思
.ふ
？
旣
に
マ
ッ
f
 ノ

ジ

丨

に

泰

子
も
之
れ
と
相
似
た
も
の
が
あ
る
。
.彼
は
、
定
期
券
旅
客
交
通
を
注
意
し
、
更
に
都
市
S

る
.幹

線

道

路

に

於

け

る

自

働

車

交

通

量

を

ボ

用

す

る

(

i

l
責

T

八

八

頁

參

照

)

更

に

米

國

國

勢
^]
_

の

一

九H

◦
年
國
勢
_

に
際
し
大
黑
地
域

ぶ
れ
た
.米
國
辟
着
の
案
に
よ
る
諸
學
を
紹
介
し
て
ゐ
.る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、，；是
等
の
諸
因
子
^
'
.電
話
.
電
力
•
小
寶
配
達
•
纪

期

囊

r

•水
道
•
瓦
斯
•
新
聞
配
達
•
郵

便

麗

•蹇
限
坭
地
域

•

下
水
•
社

交

餞

技

俱

議

の

貪

扱
地
域
•
集
聚
路
線
等
の
諸
項
目
.で
あ
る(

同
上
、
九
艽
5

 

:

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

馨
が
揭
げ
た
I

目
も
殆
ど
_

が
此
の
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
故
，に
大
都
市
坐
活
圈
の
決
定
に
先

づ

是

等

の

諸

因

子

は

用

ひ

て

 

響
の
も
の
と
思
つ
て
髪
あ
る
ま
い
。
以
.下
之
れ
を
順
次
I

京
市
の
場
合
に
つ

い

S

.
喪
し
.て
.見
る
。

0
 

V 

,
.

. 

. 

• 

-

,

先
づ
交
通
因
子
を
以
つ
て
は
じ
め
る

o

:

社
會
は
交
通
でt

、
.

そ
れ
故
に
交
通
上
の
あ
る
特
色
は
、

.

之
れ
に
よ
つ
て
同
ニ
社
#

へ
の 

歸

屬

翌

證

す

暴

が

出

來

る

。
そ
れ
に
は
、
先
づ
交
通

'

の
频
繁
性
と
交
通
時
間
の
特
證
界
と
が
注
目
さ
れ
る
。
前

者

は

痛

券

交 

通
'

I

校
後
者
は
交
通
時
間
距
離1

:

る
。
そ
こ
：で
此
：の
意
味I

通
因
子
と

.

し
て
'、
兹
に
；採
用
さ
れ
た
も
の
は
、
束
京
附
近
の
定
期 

券
旅
客Q

交
通
量
と
、
取
京
騁
を
中
心
と
す1

寒

時

間

距

離

ゐ

調

鸯I

る
o

ゾ
前
者
ば
鋳
省
調
査S

灘

馨

袅

^

I

薦

係

驛

別
■

人
貫
¥
報
，

i (

.昭
和
七
牢
度)

.に

.よ
つ
た
も
の
で
l

?

W

Q調

啻

定

期

券
.の

利

用

日

數

を

，
一
ヶ
月
；三

十

日

、
.
一 

大
都
市
生
活g

l

i

て

• 

六

九

(

i

一

)



I

I

 圈
の 

I

I

,
. 

I

 (
I
:

五
：

m
l
)

.

年t

貧

六

十
|

し
'で
之
れ
ー
に|

人
員
の
想
定
計
奪
、
從
0
で

黎

月

磨

券

I

つ
'.で
S

も
s

、
i
:其
の
發
着
關
係
驛
の
顼 

皇

：〇
み
1

S
數
字
で
現
は
.れ
で
來
る
.事
に
I

O
 

:
此
.の
_

_

_
本
ぢ
し
て
、
'

$

市
力
ら
出
る
者
も
办
る
が
故
に
、
束
京
市
內
各
驛

m

發
養
關
係
ゆ
ぁ
る)

：旅
寄

f

れ
S

方
で
は
淺
萆
橋
譲
嬰
け
に
づ
¥

計
算
し
有
ゾ
即
ち
束
海
道
方
面
で
は
、

「

大井町驛以

.
南
極
木町驛、

_

|

、

脔 

猜
線
全
部 
>麻
海
線
小
屋
驛
迄
、

.J

中

央

灶

「

大
久
保
以
：麗

川

戀I

京

濱

線

突

裏¥
'

,

棗

部

.に
ぁ
つ
て
は「

錦
絲
町
以
華
葉
迄
し
常
盤
線
で
は「

三
河
S

東
我
孫
1

」

並
び
に
以
上
の
諸
線
I

續
す
る
I

 

:1
A
て
の
生
拟
券
旅
客
の
.金

部

を

上

記

取

寂

市

内

各

驛

と

の

：發

着

關

係

に

#

い
.て
、
：：
'
:
.
各
驟
別
m
_
.ベ
た
 ̂

\

之
れ
に
ょ
る
と
上
記
束
京
离
の
#
驛
0

^
手
循
環
線
全
«

>
屮
央
線
|

千
駄
ヶ
#

萬
世
橋
間
#
驛
、淺
草
懾
、
' 兩
國
兩
驛
ノ
に
對
し 

て

翦

各

方

：彦

諸

驛

(

大
弁
町
以
南
，，
素

保

以

西

、.赤
S

北
“

妙
山
乎
線
諸
驛
忙
直
接
み
續
ず
る
諸
近
郊
_
道
の」

|

:

>と
發
漭
關
係
故
ぁ
.る
楚
期
淥
旅
客
總
數
は
昭
和
セ
年
度
.に
於
仏
て
5
 

七
.

^
§

と

な

つ

て

：ゐ

，
る

:0
，此

の.髮

海

道

；靈

o
各
驛(
火
井
町
ょ
り
樱
木
.町
ノ
^

小
田原

：、
：：

横
濱
線
股
町
11
-

に
f

各 

驛
及
び
ル
の
出
に
接
務
す
る
：私
，鐵
，各
砰)

と
の「

發
着
鼢
係
:<
0
數
が
.

」
j:;l.I

、
六
三
六
、八
5

0
に

金

體

，.の
0

*01
1
1ー.七
に
達
す
る
0
中 

炎
線
筋
.で
は(

火
久
保
以
翌
川
||
1
|の
：
螽

及

：び

擄

續

：
の
：
私

鐵

各

驛

)

；
十
六
、
七
四
汍
、
六
，七
0

で
全
體
：の
9

三
一
，
一
四
、

赤

羽

以

北

東

濱
 

取

北

線(

姿

)

で

は

、

1:

.一
，
、
九

五

七

、
：
六

■五
0

2

體
の
〇
>
Q
K
.七で
：總
武
線
で
は(

難

附

I

千
葉)

こ
.、.七
七
.八
、|

ハ
m
〇
で
全
體
の
一 

9

0
カ
コr

慕

叙

は

.
S

.河
鳥
我
孫
子
P

1

:、
一一

|

莒

田
、
目
黑
、
溫
谷
、
辱
猶
、
池
袋
の
各
驛)

に
|1
:
接
々
續
す
る
近
郊
私
鐵
^

ょ
る
總
數
は
五
、.ニ
.三

弓 

o

1

に 

當
る
。
此
の
最
後
の
近
郊
私
鐵
に
ょ
る
於
期
券
旅
#

の
數
字
で
は
V
:新
宿
、
品
川
間
の
西
.南
郊
地
域
に
そ
の
大
部
分
が
占
め
ら
れ
て
ゐ 

る
事
は
豫
想
の
通
り
で
あ
る
。

::

•

此
の
東
京
を
中
心
と
し
た
定
期
券
旅
客
の
.發
着
關
係
驛
別
調
査
で
、
更
に
、
東
京
.に
於
け
る
山
、手
.線
循
環
線
圆
內(

即
ち
||
-
1央

線j 

部
を
含
む)

及
兩
國
淺
草
橋
の
各
^
關
係
の
總
||
1

を
田
.町
丨
神
田
間
と(

即
ち
中
心
地
域)

：
そ
：
の

他'<
!
:
に

區

分

し

て

調

丧

す

る

と

面

白
 

い
結
朵
が
出
る
。
■即
ち
、
此
の
圆
圈
及
び
兩
國
、淺
草
橋
の一

線
を
.加
.へ、た
各
驛
に
發
着
關
係
の
あ
る
.總
數
は
上
記
の
如
く
五
ニ
、
六
八 

七
、
六
五
〇
で
あ
る
が
此
の
内
ニ

71

:
、
四
〇
ニ
、
八
三
〇
が
田
町—

神
‘阶
間
の
中
心
處
域
の
諸
驛
に
關
係
を
有
す
る
も
の
で
、
興
の
割
合 

約
五
割
に
及
ぶ
。
：

::
“

 

.

又
、
之
れ
を
各
方
而
別
に
調
赉
す
る
と
、來
海
道
沿
線
で
は
ー
六
、
四
〇
七
、
九
八
〇
が
此
の
中
心
部
に
'關
系
し
本
沿
線
の
總
數
の
〇
• 

七
二
八
に
當
り
中
央
線
は
四
、
五
三
ニ
、
一
 

〇
〇
で
〇
*
ニ
七
〇
、
總
武
線
は
六
九
四
、
七
九
〇
で
〇
丄
ー
艽
〇
、常
盤
線
は
五
ー
一
九
、
〇
七
〇

で
〇
•
四
六
七
、
大
宮
線
は
一
、
ご
七
五
、
八
四
〇
で
0
‘
四
三

-

、
、近
紙
私
鐵
藍
銜
々
續
の
分
は
ー
、
九
六
三
、
〇
五
〇
で
〇

*

ニ
七
五
に

當
つ
て
ゐ
る
o
.

(

註〕 

. 

*■

' 

. 

-

1
. 

.二 

-

又
、
各
方
而
の
各
驛
別
に
見
る
：と
甚
だ
.典
味
も
あ
る
が
あ
ま
り
複
雜
に
過
ぎ
る
の
で
省
略
ず
るo

註
常
盤
線
"

m
北
京
濱
線
で
都
心
部
へ
の
關
係
の
割
合
が
大
き
く
出
た
の
：は
赤
羽
丨
田

端
及
び
池
袋
間
の
一
地
帶
の
數
字
を
省
い
た
爲
め
で
あ 

:
る
と
思
.は
.れ
る 

r

:
 

'

卜

.

■
大
都
市
生
沽
阁
の
決
定
に
つ
い
て
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此
の
讓
の
數
字
を
第
七r

r

三
貢
所
I

表
I

I

歲

|

削
除
し
て
、〈

各
路
線
系
統
場
？

驛
名
順
に
1

し
て
み 

后
一
驛
名
下
餛
雾
は
同
驛
に
連
絡
す
衾
鐵
ょ
り
：s

_

で
f

。
之
れ
に
ょ
つ
で
、
山

手

鑛

霞

(

南
^
^
^

蓮

の

如

し>
.

に
發
着
關
係
あ
る
各
驛
の
勢
力
が
示
さ
れ
5

湯
橫
須
賀
線
1

1

、
六
^
^

I

I

I

I

,
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大
.

都
市
：生
活
圈
：の
決
定
に
つ
い
て
. 

ヒ'

四

d
.

w
.

t
、

)

 

在
め
大
淼
五
亩
萬
弱
で
之
れ
に
つ
：ぎ
：、
：蒲
田
は
四
茚
萬
セ
聊
か
下
る
が

;|
1
崎
：鶴
見
ぬ
於̂

て_

な
化
減
少
し(

百
.

萬
強̂

神
奈
パ
に
最
も
.茜
し
ぐ(

1
1
{十
寓
級)

橫

濱

：に

於

い

て

川

崎
;>
鶴

見

級

に

：上»)
.:«
木
.町
呔
此
の
.

|

で̂
.の
；
第

四

位̂
呔
あ
る
が
川
崎
鶴
見 

を
聊
か
凌
駕
す
る
に
過
ぎ
な
い(

百
七
.十
八
萬)

o 

:
保
出
ヶ
.谷
0.
七
萬
台
ば
1
;塚
、)

犬
船
’
北

鎌

倉

ゼ

萬

位

：の
$

を

议

つ

て

漸

次

：忙
智 

し

き

衰

勢

.を»
;へ
、
.
.
變
局
に
於
い
，て
突
然
飛
蹯
し
.て
四
十
.萬

台

を
^

W

浦
ば
再
び
萬
台
に 

低
落
し
て
横
■

の
十
六
萬
に
終
る
。
衆

海

慕

線

發

廊

努

瘡

痛

;3
_

歡
台
を
.以
つ
て 
>
:
'
攀

.

.に

植

し

、
、
取

帅

奈

川

と

近

似

す 

る
が
以
西
の
諸
膦
：は
、
い
づ
れ
も
萬
位
に
止
ま
.0.
:
て
125
:
ふ
べ
'̂
も
6
.が
：な
い
0

§

線
0;
'

«
字
は(

、
.'
唯

、

此
；
の
方
面
.に
つ
^

て
，の
參
考 

に
供
し
た
I

み
。 

_ 

, 

'ハ
；

:

.

.

.

. 

.«•
-;
■-
 

.

.

.

. 

.

.

.
•
.
.
.
.
.
. 

パ
.，
/ ,

,

、
.

...

’
更

ビ

中

央

線

：
^
赴
く
と
、
大
久
保
は
、
百
蹲
に
達
せ
ん
と
'し
：、
：
東

中

野

、

中

研

高

圓

寺

s

r

w萬
內
外
：.に
あ
り
、
阿
佐
ヶ
谷
之
れ 

に
次
.い
で
一
音
离
級
を
占
め
.
^

、̂
西
荻
窪
、
.は
百
离
裏
，ち
.之
'̂

に
：續
く
o
.吉
祥
寺
は
七
十
七
萬
を
占
め
て
ゐ
る
が
以
西
の
諸
驛
I
繼 

に
勢
力
を
減
じ
て
.、

そ

の

各

數

は

十

艽

萬

乃

：至

十

萬

の

.間
を
往
來
し
て
ゐ
る
0
:國
35
:
、立
川
の
兩
驛
が
各
*
ニ
十
萬
ニ
十
萬
合
て
復
活
し

•
-
.
.
.
.
.
.
.
.

卜.
.
.
.
.

••
.*
.• 

V. 

.
'
i'
.
.
. 

.........V. V.

.

'

.
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.. 

.

.

.
:

、
：

た

の

み

。

八
，
王

'子
を
と
つ
て
み
る
と
十
四
萬
弱
.の
數
字
：於

壯

て

、
ー
此
：
の

點

横

須

賀

ぬ

癖

似

し

て

ゐ

：る

。

，

'-

- 

.... 

. 

, 

• 

! 

' 

.

. 

.
■一
.
，
.
'
.
: 

• 

J 

-

赤
勒
以
北
の
取
北
京
濱
線
に
あ
0;
て
：は
、

赤

羽

が

百

萬

級

で

_

然
多
く
、
川
口
、
蕨
，
大
宵
は
苎
十
甲
十
萬
め
間
を
往
來
し
、
、與 

野
は
著
し
く
弱
勢
、
唯
浦
和
市
が
八
.十
萬
台
.：で
第t

一
位
に
&

る
0
;
>
:
',
:
ヾ

雌
戶
、
市
：川
、
千
葉
の
方
而
で
は
、
百
萬
狹
の
も
0
無
く
、.
_
戶
の
允
ヤ
四
觀
:̂
筆

頭

に

、

津

田

沼

’
慕

5 1
:

、
稻
弔
を
除
ぐ
外
は
新 

小
■

千
萬
を
促
位
にそ
の
間
を
往
来
し
、
千葉
は
十
五
萬
弱
を
示
す
o

:

松
戸
、
_

子
の
線
は
i t

も
數
字
的

に

貧
弱
で
北
千

住

の

四

十
六
.萬
を
筆
頭
に
、
第
二
位
は
三
河
島
の
十
九
萬
.と
な
り
、
最
俄
我
孫
子
の
三
萬
弱
に
^

る
。

之
れ
を
迎
觀
す
る
と
、
中
央
線
、
束
海
道
方
两
に
は
、
ニ
寸
共
通
な
傾
向
が
見
え
る
、
即
ち
、
藤
澤
、鎌
翁
、
逗
子
の
存
在
と
國
立
、 

立
川
の
I

と
で
I

。
此
の
兩
局
部
は
、
前
考
は
大
井
習
間
、
後
者
は
東
中
野
西
■

間
の
優
勢
が
そ
れ
ょ
り
中
心
を
遠
ざ
か
る 

に
從
？

漸
次
衰
退
し
つ
表
る
所
で
急
§
:
十

萬

乃

至

允

十

萬

の

勢

ヵ

：に

蜃

す

|

集

し

て
|

9

此
6

地

方

の

擎

は、

I
 

の

方

面I

に

於

け

る

、
有

力

な

從

つ

て

東

京

に

'近

接

せ

る
驛
の
數
字
に
比
し
て
、,-
:
1
し
も
劣
ら
ざ
る
力
を
持
つ
て
ゐ
る
と
宕
つ
て
差 

突
な
い
此
の
.點

東

京

^
活

圈
の
麗
は
、
西
部
、
殊
に
南
部
に
の
び
て
ゐ
る
H
J
Sふ
べ
き
で
あ
る
。
何
と
な
.れ
ば
藤
澤
、
鎌
食
の 

地
方
は
來
京
驛
中
心
の
.半
徑
圆
で
は
一
一
一
十
哩
圓
に
.當

る

に

反

し

て

、
西
部
で
は
立
川
國
立
は
ニ
十
哩
圓
に
沿
ふ
。
し
か
も
屮
央
级
っ
J L 

線
的
なQ

に
比
し
て
東
海
道
線
は
可
f

曲
祈
が
多S

。

從
つ
て
此Q

謹

離

f

拘

拿

充

盆

Q

方

.而

が

麗

さ

れ

る

ヮ

ヶ

で

あ
 

る
o
.反
之
、
甚
し
く
、
此
の
點
の
.未
發
達
な
の
は
取
部
で
、
千
葉
市
ぱ
ニ
十
哩
圓
に
當
る
、
北
部
で
は
、
大
宫
浦
和
前
後
し
て
、
十
*
一
 

十
哩
围
の
そ
れ
ぞ
れ
中
間
に
位
し
て
ゐ

'

る
。
い
づ
れ
，に
し
て
も
湘
南
地
方
に
は
其
の
特
色
が
充
分
に
出
て
ゐ
る
。

兔
期
券
旅
^

調
丧
を
別
の
方
法
で
行
つ
た
も
の
裏
す
と
、
次
表
々
調
茶
で
.あ
る
'。
.之
れ
は
、
特
定
期
：日
に
.於
.い
て
有
效
な
る
定
切 

券
の
總
數
を
特
定
驛
に
っ
い
て
調
盗
し
た
も
の
で
、
茲
で
は
鎌
倉
、
逗
中
の
南
驛
で
あ
；る
。‘
鎌
#.
驛
發
行
奮
期
券(

萊
京
、横
濱
關
係 

の
も
.の
に
限
，る)

一
、
八
七
八
0
內

裘

市

內(

但

し

前

記

：靡

券

旅

客

交

、通

量

調

査

.に
於
^

 ̂

:

丨
ク

ル
内
と
淺
草
橋
、 

兩
_
驛
に
限
る
も
の)

に
行
先
.を
持
つ
'念

、
鎌

倉

其

の

割

合

は

 

翁

の

約

i

、：
返
子
®

は
總
數
五
六
九
に
對
し
四
五
.七
人
に
及
び
約
八
割
、
田
町
神
田
間
の
總
數
穹
一
七
人
そ
の
割
合
は
約
六
割
弱

l

l

l

l

l

t

:

 

翁

 

o

r

l

v



,
備
考
鎌
倉
驛
の
數
与
は
昭
和
八
尔
哀
、
同
驛
の
調
茶
、
學
驛
の

.
敏
，
字
は
、
昭
和
九
^
-

九a; 
一
 m

現
在
有
效
の
同
驛
發
行
定
期
券
の
數
で

' 

.

.:

あ
る 
o
'
. 

'

.

一
 

:

.

此
の
種
の
調f

各
驛
に
っ
い
て
調
ベ
る
と
其

Q

 
土
地
の
事
情
が
最
も
明
瞭
I

る
ヮ
ケ
で
あ
.る
o
鎌
翕
驛
發
行
の
定
期
券
總
數
及

び
そ
の
行
光
に
っ
い
て
は
、
同
驛
畏
の
精
細
な
調
资
が
あ
る
が
、
楚
蹲
の
方
法
を
各
驛
に
及
ぼ
せ
ば
、
そ
の
土
地
が
可
處
に
最
も
强
く 

.
吸

.9
|

せ
；ら
る
.、
か
ぐ
明
^

士
な
ら
ぅ
0
:

へ，
 

五

次
に
、
同
じ
く
交
通
因S

で
あ
る
、
交
通
時
間
距
_
,
0等
時
間
距
離
線
に
っ
い
て
一
言
し
ょ
ぅ
。
本
稿
に
挿
入
し
た
地
圖(

七
八
寅
ノ 

は
、
fp
口
和
八
年
末
、
i

f

の
硏
究
貧
ト
じf

で
®

.
せ
し
め
た
る
も
の
、
其
の
作
製
の
方
法
に
っ
い
て
は
別
項
解
說
を
見
ら
れ
た 

い
。
之
れ
に
ょ
.っ
て
見
る
と
依
然
來
京
.で
は
西
南
部
に
發
股
が
見
ら
れ
る
。
殊
に
贺
意
す
べ
き
は
.四
十
分
線
の
形
態
で
あ
る
。
本
圖
' 

に

表

は

さ

れ

た

等

時

間

砰

離

線

は

、

そ
.
の

所

耍

交

迎

時

fi
i
iを
所
謂
理
想
交
通
時
間
、
即
ち
連
絡
‘に
要
す
る
待
合
は
せ
時
間
、連
絡
驛
間
の 

距
離f

■を
全
然
無
視
し
た
も
の
.■で
I

か
ら
、
.比
較
的
四
方
に
平
等
.の
.：
-#
展
を
示
し
た
傾
が
あ
..
2
,
0し
か
し
蒞
し
實
際
所
要
時
間
を
勘 

るI

と

：
此
の
等
時̂

距
鄕
紘
は
可
な
り
不
平
等
を
示
し
て
來
る
と
思
ふ
0
例
へ
ば
直
通
高
速
度
常
取
の
あ
る
鎌
倉
方
面
の
如
き
來 

京
驛
ょ
り
の
所
要
時
間
は
、
實
際
所
要
時
間
と
理
想
時
間
と
0
相
'裏

な

い

爲

、
木
圖
に
小
さ
れ
た
様
に
、
實
際
に
.も
、
交
通
し
得
る 

場
合
f

石
o
反
之
、
東
京
近
部
で
も
、
'乘

換

.の

必

要

あ

り

、

兩

驛

間

の

連

絡

不

便

で

0
:っ
運
轉
囘
數
の
乏
し
f

の
に
あ
っ
て
は
、 

實

際

所

要

時

間

は

遥

か

：に

增

加

し

て

、
.
四

十

分

線

內

が

恐

ら

く

、

：

事

實

上

の.'-
*
時
制
把
該
當
す
名
場
合
が
少
ぐ
な
い
で
.あ
ら
ぅ
o
.
此 

火
都
市
生
活
圈
の
決
定
5

い
て 

七

七

(

一
五
四
九〕

代

々

木

.原.

宿
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谷

.

八  一 三
七 四 o コ ー ~

_ 八 八 八 八 〇 ニ 七 〇 七 五 〇 ゴ 八 〇  

五
■六 _ .三 九 ’，

- 九 九 〇 九 五 三 九 七 五 五 三 ニ  ニ ニ

T— - - *• ：

o 九 四 六 五 三 七 八 八 三 七 〇、〇 四 〇 八

0 池 大 m 駒 田  

岛 袋 塚 鴨 込 端

ニ .. -'

，: • V  ' ' <

一 ' ：
_ 四 〇 五 五 三 三

0 M 上 御 秋 神

暮 徒'葉

M 谷 野 町 原 田

:四
七 〇 H i . ニ

綿'

、高
田
馬
場
：
、，：
 

"新
大
久
保
：
' 一. 

新
.

宿

,
ノ

^SJAm«aME«ar«9

田 品

田

'潰
，.松
.
.町
：
 

新
-
.橋 

有
樂
町 

策

■

.京
，.

三
九 

ー'〇
八 

-
三

二
三 
一！一

三
三 

五
ニ
六
— * V »

八 一 八  一 ，ニ  

：n . 八 七 六 八 mo  ̂  四 三  ^

信 四 Tti飯 水 辦 万 大 五 因 湛

濃 ッ ヶ ⑴ 道 f 世 : 反 比

町 谷 # 搞 橋 水 m 崎 田 黑 壽

.. . . . . ■ .
； ■ ノ-

.

.四

.
千
駄
ケ
谷

:
〇
j
/淺
草
.
橋
.
.

:.
.
H一
 

爾..

一
' 

パ 

ニ

大

井

町 

七
'
大「

(

森

へ
- 

•一
 

0 

田

.

.
•六

其
：
i

m

r.”

 
一 

'
1

 

■

,11 

川
：
'. 
'
.崎
.

.

.

鶴
：

見 

>四
ー
*.
祌
奈
川
：

1

:
九
一
横.

濱
ン
：
■ 

I
d
,

樱

本

町

：

'

一「
|
'典

他

横

濱

市

，内

:

ニ
ー.
：

.

總

計

一

一 〇 ——

C
1

芄
四o

i

!

、
大

樣m
生
活
，s.

炔
定
ぢ
づ
“

.て

 

七
六

-

S
 

つ
；：

V
」 ...

'て
-:
-
5
:
.
、

^̂ 

,

鎌

言

、
：
、
逗

子

靡

一

^

节
激
頸
間
：の

定

期

券

旅

客

分

布

：

へ

h
部
數
字
は
鎌
倉
、
下
部
數
字
は
逗
子
驛
の
數



'

‘
大

灕

布

生

羅

め

決

與

に

：
つ

.^
て 

トC

:2

芸

Q
)

.0
霞

诛

水

.ず
る
實
際
、甚

叢

要

時

間

忙
^
る
滌
犯
：
は
、

,:
'

未

だ

行

ふ

機

會

が

無

い

の

で

.そ

.(
0
實
行
を
他
'0
に
期
す
$

次
忙
此
の
交 

塵

梅

製
'上
S

:
明
S

逅

■

し
で
參
考
吃
集
，

■
y 

:

.

.ニ 

1
.

■

原

，則)

:；
1

: 

.
•
.
.
.
.
:

:■■
:
.
,義
 

f
 逋
 

: 

.

r

.

r

-

'ぃ
，
：
'/■'
广

.

:
■
:.■ 

:

 

:

,

:

v

b

l

v

〉

交
通
■

關
及
そ
0

所
嬰
時
間
は
濃
に
よ
るo 

:'T
:

:
 

' 
:

J 

い
'
.嗜
線(

罨
邊
列
®

.

'

:

:

' :

鐵
道
省
列 f

i

 

行
表
'
• 

. 

, .
'

.

:

人

b 

會
社
.線
：.

•

.' 
•■ 

. :
.

を
■

轉
表-

、
：
"■:
:
,
、
- 

' 

:'. 

パ
'’
 

-

.

' :

..一‘

.
,

:
市
爾
聚
銮
横
演
兩
市
霞.
匕
。..：
.!
!;

_

艰
既
轉
表'
' 

.
.々
'

..
:

:-
v
 

い
.

:■
;

^

 

 ̂

^

a

§

 
, 

^

 

^

ハ
 

y

 

.
>.
:

','
 

...v

::

)

.
'
、

,

■
'
.
:
■

'

 

.

e

地
下
鐵
' 

:

:プ
'
,

(

三)

：
ー
交
涵¥

,

乘
领
所
|

間
は
之
れ
を
無̂
 

•

:
構
的
速
終
は
勿
論
驛
構
外
連.1
も
此
の
原
則
に
よ
る
、
但
し
、
雨
驛
が
相
當
羅
あ
る
時
は
其
の
間
の
徒
歩
時
間
を
算
入
す
。

0

©
 

徒
步
速
度
は
毎
分
八
十-メ-

ト
ル
と
十。
.
：'1
::
:
'
?
'
.
-
^
^
^
^
^
^
^
 ̂

.

.
-
csf
c

v

，限

思

時

分

に

對

し

'
—*

分
71
.
ぴ
.そ
れ
以
下
即
ち
三
十
九
分
义.は
五
七
九
：分
の.地
戰
よ
0
バ
ス
へ
の
.乘
換
は
tt
s

せ
ず
o 

;
.
.

(
*
3
0

徒
步
に
.よ
.る
區
域
は
逾
路
の
屈
：

S
.

を
無
慰
し
.；
.何
れ
の
方
向
へ
も
直
線
的
に
步
む
も
の
と
す
、
響
幅
員
を
..有
す
る
河
⑴
の
，
^
,

H

特
こ|1?

變

鏡

船

を

經

る

も

の

孝

ブ

.
，
ノ
 

：
：
：：、

：
.' 

^
 

'い
'
 

,

.

.

H

交
通
路
の
選
擇 

；

■ 

,

.

一
般
の
原
則
は
以
上
：の
如
き
も
の
な
る
も
*
交
通
鐘
は
或
ひ
は
並
行
し
或
ひ
は
ニ
つ
以
上
の
徑
路
あ
り
"
そ
の
選
櫸
、
淘
汰
に
は
說
叨
を
要 

す
る
點
尠
か
ら
ず
、
方
針
と
し
て
は
大
體
時
間
上
優
位
な
.る

,4
の
^

擇
^

ゝ
其
の
爲
に
す
る
乘
換
の
增
加
は
寧
ろ
從
と
す
、
靈
は
考
慮
せ
ず
。 

C

 .IO 

.策
京
市
常
.
.

バ
ス
：を
も
含
め
て
其
：
の
利
用
區
域
內

©
十
分
を
|
|
.ゆ
-̂
所
無
':
<
、
各
郊
外
麗
雄
>
の
連
格
_は
搭
電
に
よ
る
も
の

と
せ
る
爲
、
飾
西
方
面
へ
の 

:

パ
ス
の
速
絡(

洲
崎
を
經
る)

の
.み
計
箅
に
よ
る
。

a

一

>

 

:省
''
'
ン
：
線

：
：，
：

(

靡
名
1'
括
弧
內
の
數
字
.は
所
要
分
時
を
表
は
す
.

_

:ン
ン
、

^ ̂

a

山
手
線
は
規
矩
の
徑
路
に
從
ふ
。

b

横
濱
驛
は
湘
南
方
而
と
の
振
合
上
横
須
賀
線
の
所
要
時
間
に
よ
る
。(

蝶
木
町
線
に
て3

9
,
5

潢
須
賀
線
に
て29.0〕樱

木
町
驛
032.1)

も 

，
此
の
横
須
賀
線
の

2
9

分
を
栽
礎
と
す
。

C 

.横
濱
線
は：

菊
名
を
除
い
モ
中
山
备
.

ま̂
で
苽
祌
奈
圯
多
^

に
連
絡
す
。
：
'

:,

.
d

It

海
道
、.：苋
北
.、
高
崎
、
常
盤
、
總
武
谷
線
に
し
て
省
電
の
便
な
き
所
は
東
京
、
上
脲
、兩
國
の
各
驛
よ
o

汽
軍
に
.梁

る
も
の
と
す
o(

例
、
 

:t
尾
、：.稲
川
、
運
田
、
由
岡
は
大
宮
：

に
：： k

讓
へ
ず
，
上
野
乘
換
之
すy

c

三)

.義

羅
 

.

省
電
蒲
田
よ
め
乘
換
る
穴
守
線
の
.み
算
入
：
 

V

8

>

'池
上
|
®
.
;
:
:
.
'
:
.
.
.
'

:
'
;
:
、

'

:

.

'

.

.

...

.

.
省

電

及

び

，
目

.
蒲
.線
に
圃
ま
る
乂
區
域
.に
し
て
四
十
分
を
超
ゆ
る
所
な
く
算
入
に
價
せ
ず.

.
ン

翁

市

I

看

l

§

 

•い
て
 

セ

九

ハ

！
蒙

一
)



u



大
f

虫
活
：圈
め.
決
定
に
.

^
い
て
. 

八
-o
h 

(
！
五

圭
：>

沼

部

C
3

g
>

ま

で

蒲

田

經

由

、

大

岡

山

—

多

摩

川

園

前

C
3
1

.5
)

は

大

弗

證

由

(

大

岡

山

は

大

井

屋

由

2
S

目

黑

經

由
fc
o

l

 

(

六

)
'

來

苽

横

濱

電

鐵
，

し 

r 

.

:

:
目
澍(
大
井
及
び
本
線)

經S

田
園
調
布(2

9
.
2〕

よ
り
接
績
、
跪
浴
經li
a

を
便
と
す
る
部
分
は
必
要
な
し
、
太
尾

(

4
1
0

)

以
南
は
横
濱*1
出(

綱 

島
は
北
行
4
0
.
2

)

' .
;
.
、

：
^

^

(

七〕

5E
川

電

鐡

漩

焚

2
4

.5
〕

經

由

、
以

西

は
0

蒲

大

井

線

經

由

(

大

井

線

二

子

玉

川

3
5

.5
V

(

八)

帝
都
電
鐵'

 

•

吉

祥

券
c

i

)

接

續

H

事
.
中

な

る

を

以

て

、

同

驛

丨

井

之

頭

公

園

間

七

分

と

見

積

り

、

久

我

山

(
5
1

.5
5

}

ま

で

澀

符

經

凼

、

一
一
涵
堂(

5
1

.1

ノ
屮 

之

頭

公

園
Q

g

v y

の

み

吉

祥

夺

經

由

。

(

九

)

小

田

原

急

行

常

鐵

. 

.

,

新

宿

(
2
2

.4
)

經

由

;

急

行

停

班

驛

稻

田

登

戶

(
4
3

.4
)

及

び

新

原

町

田

Q
5

.4
)

は

急

行

時

間

に

よ

る

、

鶴

川

(
5
9

.4
〕
、

柿

生

(
5
7

.4
〕
、

西

生

田

0
5
5

.4
\

衆

生

田

(
5
2

*

(

十

)

,

京

王

常

軌

.

.

：

：

. 

新

宿

經

由

、
.

驛

前

逋

絡

：な

れ

ば

乘

換

時

間

を

見

ず

、

調

布

(
5
6

.4
)
、

'

上

汩

原

§
.
1

)

.

：

.
：

(

十

1
)
：  

.

西

武

鐵

道
 

,

1

東

村

山

線
.

.

高

田

馬

場

另
^

よ

タ

小

平

运

を

フ

東

村

山

笔

^

>

川

_
越

線

.
國

：分

寺

£

.

3
>

よ

り
.

.

小

川
.

(

6
5
.
3
>

: '
:

.

.

-

へ

,

* c
.

多
，律

線

武

藏

境

公

9
.4

)

よ

り

多

量

地

(
5
7

.4
)
、

北
多
靡

(

6
P

4)

-

-

-

-

-

-

-

-

ト

 

塗

 

讀

^

^

E

8

I

I

_

_

_

謹

I

,
V
-
、-.
.:

(

十
二
，

)

.

武
藏
,
鐵

道
，

池
袋(23

,3〕

ょ
.

り
.

〔

淸
瀨

Q

s

.

e

〕 

c
±

u
)

'

東
武
鐡
道
.，
 

.

3

.
:策
上
線
.へ
池
袋
よ
.
^
,鶴
願〔 (

5
3
.
3

)
〕

b
.
.
.
'
本

線

:.
.

.■
 

ハ
.'”
：
：
：

ノ
, 

へ
ど
；：

y:.:'”

::V:'.

.1 

りィ：：

.霧

I

f
,考
慮
す
、I

、
一
 

ノ
割
姬■

念
行
不f

s
六
十
分
圈
外
に
あf

n

*
杉
戸
i

)

.

.

_

_

l:
s

_

i

l

、
！

雷
門

ぐ
：
；;f
e

地
下
鐵
を
經
る〕

を
便
と
す
る
所
は®

際
上
影
！^

ず
。

ペ
霍
旧
暮
姐(11

.2〕

經
由
、
狎
上
又
は
嘉よ
り

靑
M

間

は

影

響

な

し

、

- 

-

.以
靡
霍
に
蕃
せ
ら
れ
る
所
多
べ
部
分
的f

翳

橋
.
.幕

f

l

換
へ
る
部
り
。

證

)

城
來
電
軌 

:

:

■

酿
戶

f

.

へ.
M

l

f

 

S

て

議

ォ
-

l

l

,

s

終
は
徒
步§

を
要
す。

. 

r::':

倚
、
®

放
水
路
に
阻
ま
る
る
西
荒
川
丨i

川
間
の
連
絡
は
逋
絡バ
ス

あ

I

を

要

す

0.
'

,

(

十

導

 

ゾ

池

上
羅
と
询
じ
く
麗
の
內
に
含
ま
る
。 

：：

:

v 

. 

.
 

r

 

-
;

ぃ

夫

都

市

生

：
黯

の

：
決
宛

‘

に
：つ

.

.
v

r

.

: 

八

.

1

 

c
r

.

五
'
1

0



大

：樣

市.生

活

：圈

の

、
決

.定

に

つ

い

て

 

八

エ

(
1

.

五

：
五

四〕

■
:

:
.新

！5

川

崎

ハ

孝

过

及

び
-

V

ロ 
C
5

:,
g

>

ま

で

は

川

崎

(
2
7

.0
)

經

由

、
苽

横

線

.と

は

交

叉

す

る

も

連

絡

す

べ

き

雨

驛

が

餘

り

に

遠

く

影

響

を

及

ぼ
 

さ

ず
':
'

久

她

播

林
^

6
0
:

^

ぴ

稻

田

堤
^

7
0
:
>ま

で

は

小

田

急

、

稻

田

多

箫

よ

0

南

武

線

登

戶

へ
1

0

に

て

連

絡

、

(

十
八̂

鶴
見
臨
港
錙
道
；.

.

.

ぃ：
り
：J::.「

；，
:

a-
:

n 
. 

,: 

,
:
,
.
f

塵

鶴

見(
3
!
.
0>よ
り
':
'
0
並
穿
る
京
濱
海
择
艘
は
猶
絡
ゆ
よ
汾
臨
港
線
ジ
裏
璧
ぴ
バ
ノ
ス
忙
先
ん
じ
ら
る
。

O
f

九)

.

p

南

還

‘

ン
:

.

锴

電

賴

濱

よ

り

馨

ン

S

澤

八

最
Q

9
.
0
:

r

v
追

濱

(

^

6

- '
#

武

券

- ^

3
.

§

々

:

.

■■
,

;.
.

:

•.'
■

■

.

,;
,

湘

南

ハ
; ^

沼

C
3
0

.3

よ

り

平

沼

橋

へ
9

0

〕

に

て

連

絡

〔
1
1

俣

川

(
5
5

.3
)

v

三

ッ

境

(

6
1

C O)
〕

3

十

一

〕

-

樹

濱

沛
—

：：'で

'

:

'

:

1

傾
-積
^

:

中
心
部
は
橫
賴
及
：び
機.木
町
よ
り
市
電
、
バ
ス
に
乘
換
ふ
、
湘
南
線
各
驛
よ
り
骓
換
へ
る
は
寧
ろ
腌
圍
を
狹
く
す
、

m

バ
ス
は
市 

常
よ
り
遲
く
とi
連
か
ち
ず
、
コ
！
ス
を
與
に
す
る
所
め
.外
猓
ら
ぜ
、̂

野
に
產
る
市:>
<

ス
は
湘
南
上
大
岡
に
接
續
す
、
保
土
ヶ
符
附
近
、
市 

く
電
久
保
町.
.
.市
バ
：スi洪
福
券
.ま
で
は
保
土
ヶ
谷(？

2
.
3
)

よ
.り
起
算
す
。
 

•

.
 

,

(

一1

十
5

武
州
鐵
道
'

.
聚

線

蓮

田

，
0 1
1
.
3
名

經

由

シ

河

合

(

5
6
,
3)

總

武

線

岩

槻

(

5
7
0)
よ

り

は

時

間

外

と

な

る

、

〔

岩

槻

本

通

(

e

l

w

r
眞

福

寺

(
6

L
3
〕
〕

a

壬

一

-

總

武

鐵

道

：
 

:

:

..

':
:

b

常

盤

線

柏

C
5
6

f o>
〔

壻

尾

(
6
3
と

、

豐

四

季

C
6
0

.
2

>
〕

乘

換

不

对

能

な

り

。
~

一
 

.

.

. 

. 

. 一
 

. 一 

, 

.

:

C-

船
撟
C
3
36V〕

M

曲

高

柳(

5
8
.
5

)

檢
展
は
時
陳
超
辑
す
ひ

_

3
十
四〕

ー
麗
川
歐
線
.:
:

.■こ

:

-:■
V

V

:

:大

宮

潭

驚

(

I

川
越
に
は
達
せ
ず
^

 
：

JL
J

L

J

L

'
J
-
I

終
の
p

f

れ
，
る
以

グ

ス

ょ

惠

要

は

汽
f

p

:

す
る
場
合
な
、

故
に
バ
ス
は
徒
步
と
共
に
最
終
的

，
I

な
り
。

ベ

I

f

 

I

は
I

、
昭
I

十 

一
 

I

±

一

霞

:

々
.を
煩
L

て
資
料
を
蒐
f

f

の
な
り
•
昭
和
八
年
十
ー
彥̂

(

ー

ピ

“

1

1
て

も

時

間

に

ょ

り

蜜

變

化

ぁ

り

ノ

運

轉

頻

度

錄

 

ッ
シ
ユ
ァ
ヮ
ァ
を
對
象L

' 

l

l

l

l

i

?

.

 

I

1

i

、
i

l

l

、

f

 

i

f

 

f

 

i

 

す
、

f

 

パ̂

f

 

I

市
電
は
義

停
留
場
區
間
を
何
分
又
は
何
分

I

定
め
た
1

:

1
ず
、
中
間停

屢
I

離
I

i

l

S

〕

汽
J

又
I

I

限
界

|

規
定
す
る
部
分
は
殘
餘
徒
进
齡
を
半
衝
と
す
る
11
.

を
、
驛
を
中
乾
し
て
歡

け
： .

る
も
，ハ
ス
こ1

て
I

 

夫
都
市
生
活S

一決
定
に
ら
い
で

 

I

:

—

'八

三

a

五
五
五〕



^
^

贫

す
J

白

赣

否
o

無

料

配

窗

igaa 

”

寒
山

k

I

.
府

県

-及

节

樣

界 

.摩

衆

市
填
^

; 

41
港

®

^

1
C
,
"

森

亦
_

觸
'の
養
に
，
.つ
い
.ベ

填
敗 
f

:

n

sT;
ぐ 

0

 

.

_

場

累

選

ず

、
”肛
_

各

_

£0
'
:
^
1
2
獻

衝

繁

観

■

§.
嫩

緣

ゥP

圓
■

ね
V
T8
:
歡

於

p

ぬ
切
線
を
！
^

便
法
を
猓
り
た
り
® 

; 

_ 

.

.

六

—

-

.

■

——

、

‘
 

\
 

、
 

>

:

.

1
'

-

-
:

パ
-
.
ベ 

-

-

.

.
-

;
< 

.

. 

-.ノ
 

::■
 

:'-; 

. 

■
>
.
.一
 

-
:
-

』

;-
■-
-
-

 
- 

ノ
 

-

.

.

.
パ.

-'

.:- 

, 

■
■_■-
..
■

'

.

..

.. ;
,

..

〜

次
^
取
京
；

M
於
け
名
哲
貨
店
無
料
配
捧
處
.域
及
：市

內

版

新

聞

配

逑

區

'«
を

社

會

的

因.乎
：
に
屬t
る
.も

，の

(

と

し

て

調

森

し

て

み

，
ょ

ぅ

'-
-°,
.
 

百

貨
/*
'

は
#
會

：
の

魅

ヵ

で
$>
.る

敗

に
.各
方
而
ょ
り
顧
客
を
吸
引
す
る
が
、
無
料
配
违
の
制
度
は
、
比
較
的
遠
隔
地
に
居
依
し
て
、
 

し
か
も
中
心
肩
if
.
*に
^
絮
&
'る
往
來
を
す
る
人
々
に
最
も
便
利
を
掘
供
す
る
。
ぞ
の
故
に
本
衡
师
«:
の
地
圖
は
、
同
じ
く
交
通
地
圖
及 

び
統
I

繼

關

聯

あ

ぎ

思

は

せ

る

で
I

.
ぅ
f

• 

- 

; . 

. 

.- 

• 

. 

. 

.

.
•
:
. 

、
.+ 

.

.

.
f 

V 

.. •
 
.、
.
.
.
：

： 
く
.
.
：.：

差

先

づ

亩

貨

店

嘸

料

配

霍

域
.で
^

る

が

濯

涅

於

け
^
宵
貨
店
：の
無
»

配
達
»

域

围
^
見
ら
れ
た
$

0

の
無
积
配
_

は
。
.顧
容
■に
，と
つ
：て
.非

常

な

便

利

で

あ
■る
が
.、.反

面

、
爿

般

小

寶

商
'に
i
.
.つ
，て

多

大

の

打

擊

と

な

る

事

は

、

旣

に

周

知

で 

あ
る
殊
に
近
隣
町
村
の
づ
寶
商
に
と
.0;
て
無
杯
酣
達
、
通
信
贩
賣
>
H,
貴
®:
5
^
'亂
寶
は
激
^

^
打
擊
で
あ
、る
、
從
つ
て
數
年
前
の 

4
賣
婆
！3
.-;
«
店
の
扩
^

に
亂
し
て
百
貨
店
は
、■翁
送
迎
自
を
廢
す

る

と

共
に
無
料
配
達
區
猶
の
縮
少
を
行
っ
た
。
本
11
に
东 

さ
れ
た
區
域
：

t
r
」

昭
和
九
年
四
月
十i l

日

現

在

、

，

萊

西

嘴

店

商

業

組

合

の

規

觉

に

ょ

る

無

科

配

達

璩

或

で

あ

る

0
沘
の
地
域
が
宛s

： 

^
旅
客
の
；
所̂
^
.好
®
.地
..域
，

當
し
.：
_同
時
.に
交
证
等
時
沿
距
離
圖
に
相
當
す
る
の
は
注
意
す
.ベ
き
點
で
あ
る
。
唯
、
艰
來
京
方
缺 

中
に
.於
ぃ
セ
、
1
4、
4
1
1此
(6
'
區
城
外
の
地
點
が
.ぁ
る
0

极
橋
區
の
西
北
侧
-
足
立
區
の
束
北
、
西
北
偶
、
、

y

戶
川
區
の
來
南
隅
、
葛
飾 

區
の
北
隅
が
そ
れ
で
和
る
1

J



:

:

_

f

藤

I

f

:つ

安

ハ
 

衾

C

.S
五
：八 >

:
反
之
-
南

部

遠

く

に

は;|
1
崎(

北
.

ニ'

部
を
除
及
橫
濱
全
市
を.

通

じ

：；
て

金

澤

橫

須

質

と

連

絡

：し

た

她

梂

は

葉

山

、
，
辑

鎌

翕

(

大

船 

の
1
部

を

含

^

)

.
腰

越
. #

•

潮

：
藤

澤:^
ー|浦
半
島
基
根
部
を
ー
地
域
：に
連
絡
し
て
，
東
京
驛
巾
心
の
三
十
哩
圓
に
迄
の
び
て
ゐ
る
。 

西
ff
l

で
：は

中
央
線
を
^
:
^
*
に
，平
行
ー
し
て
：立

；
：
；
；

日
野
を

^
て
八
主
子(

一
一•II:

一ボ
哩
圆
ひ

IK
:間y

fc
'
-及
、び
勤
に
來
北
方
e
は
東
京
市
域 

に
連
絡
^
て
&

子

..：*

镌
.：む
汰
_

_
ぼ
^
ヤ

: ^
:
更
に
预
ん
：で
所
澤
''
^

北
部
ば
、=

■ロ
市
の
一
部 

(

舊
川
ロ
埘
：}襄
萊
市
に
隣
接
し
、
又
#

の
.西
方

->
;

:

戶
田
町
は
：东

雙

域

ど

接

す

る

と

共
.

に
北
上
し
て
は
高
迁
、
: '
'
'

浦
和
、
與
野
、
i

 

と 
一
^

帶
を
作
^

，

•

%■
加

藥

潇

域

に

近

く

、■

ヶ

最

.；尤
雾

中

間
S

い
.て
岩
槻
、
粕
壁
に
點
莅
す
る
。
東
北
部
で 

は
流
山
''
i
r
wが
あ
.り
、
來
ガ
で
は
松
戶
、：

市
川
ょ
り
千
葉
に
茧
る
海
岸
線
の
一
.帶
が
細
く
取
に
.延
び
て
ゐ
る
？
.

な
ほ
;̂
の
無
料
配
速
に
つ
い
そ
調
班
す
べ
*

點

疆

；̂

:
配
連
の
.店
盥
配
極
域
と
摄
車
使
減
域
で
あ
る
。
後
者
は
近
縣
ト
ラ
ッ

グ 

交
®
を
示
す
も
の
と
レ
て
頗
る
注
目
に
値
求
洛
o

自
動
取
^

m
域
に
し
て
^
 

连
利
、 

驚

瓶

^
於
少
て
榈
坐
、
髙
崎
、
前
橘
$
茨

城

縣

袅

^
て
水
1
^
:埼

苯

想
 ̂

以
上
各
縣
所

布
'の
主
架
町
村
に
及
ん
セ
ゐ
る
。
近
舰
安
肌
遝
輸
^

^
と
し
て
の
ト：

ッj

フ
ク
：の

激

義

が

此

の

，

1

點
で
も
■
解
出
來
る
。
.

,
.次
に
來
苽
斩
聞
の
市
內
版
逝
連
區
猶
に
つ
い
て
見
ょ
ぅ
0
元
來
、
.新
聞
の
通 

マ 

方
ケ
ン
ジー
は

之

れ

を

以0
て
新
聞
廣
货
の
意
雜
を
琪
«
:祖
じ
て
商
取
⑴
地
域
決
彥
一
因
子
と
し
てゐ
ろ
。
間
氏
澇
の「

火
都
祁
土 

#

Jfc
は
、
第
二
編
第|

八
寧
^「

_

籠

布

と

，大
都
市
地
1;」

と
：名
づ
竹
ら̂
た
調
*-
を
載
せ
て
ゐ
る
。
此
の
調
沲
は
米
阈
都
市
;1
0
:
#
® 

ク

老

‘
3 ;げ

5
.
5-(0
_

,
に
ょ
る
も
-<
3
0
:ぼ

る

水

そ

_

_

遠

统

の
h

#
は
■

之
れ
を
見
な
v»
とC

省
で
あ

I

大
都
市
座
活
圈
の
決
定
に
づ
ぃ
て

八

七

C
I

五
五
九
：

>



大
f

生
I

の
決
定
§

い
て
.

八

八

(

一
五
六
S

る
。.
.
か̂
し
：こ
.
>で
^
東
京
市
內
版
：.を

瞭

み

得

る

事

を

社

會

的

因

子

，と

1>
'
:て
調
査
1>
て
，み
.た
b 

,

-

市
內
版
の
配
達
が
如
何
な
る
塵
を
持
つ
て
ゐ
る
か
？

新
聞
社
と
し
S

、

新

聞

需

要

：が
：
炎

く

：且

つ

(

或
ひ
へ
は
從
つ
S

交
通
の
便 

利
な
處I
は
市
內
版
を
配
布
す
る
第
が
出
來
る
ブ
ゲ
袭
る
づ
而
⑷
随

事

の

S

■

本
の
は
都
會
人
セ
あ
る
。
夕
W

が
翌
日
の
朝 

f

と
一
,緖
に
^

達
さ
れ
：る
.事
に
は
我
慢
な
ら
ぬ
氣
質
を
持
つ
？
從
0
\て
記
填
が
ー
日
遲
れ
た
り
し
て
ゐ
る
事
は
、
'最
も
不
愉
快
に
感
ぜ 

ら
れ
る
一
'：そ
こ
で
W

び

痛

通

S

の
居
住
區
域
に
は
是
非
と
^
 

若
し
彼
等
が
前
日
V

東
京
を
去
る 

時
に
買
々
て
持
ち
込
ん
だ
夕
刊
に
の
ろp

が
1

事
1

0

’自
宅
.に
配
達
さ
れ
だ
又
®

前
I

.
つ
た
朝
W

で
も 

一
f

た
場
合
， 

或
ひ
は1

葉
京
に
出
勤
で
た
際
：蓄

1

ん
奮
聞
で
.は
f

得

裏

I

,

も
不
快
，
氣
分
.

I
ず
る
で
あ
I

O
:'
'
'
;
此

の

故

に

、
'
新

聞

め

購

市
s

f

達
區
域
I

丧
す
る
と
、
東
京
朝
日
、、I

日
日
兩
_

に
ょ
つ
て
.得
た
材
料
康
づ
.ぐ
も
の
I

が
、
之f

に

ょ

る

と

殆

、
，
第
$

貢
观
.

の
11
;の
如
く
2

る
0
'市
內
版
と
稱
す
る
も
の
は
第
ヒ
、
，
八
^

東
派
道
筋
へ
I

謂

、
新
1

管

以

？

麗

さ
れ
る

I

で
：身

'：
'

-

!

ハi

、
ハ
ー
一r

力
A

Q

調
I

如
く
此

g

籠

I

集
製
し
た
い
の
で

は
あ
つ
た
が
、
か
く
驛
別
g

f

れ
た
市
内
版
の
I

配
8

域

爾

各

■

■

於
け
る
實
地
調
|

 く
し
.て
は
1

2

る
の
で
. 

地
圖
に
示
す
が
如
く
僅
か
S

名
地
管
表
は
.

に
止
I

。
發
I

:岔

足

あ
る
ワ
ケ
で
な
く

：

.供

へ

ば

熱

海

線

は

此

の

調

爽

に

よ

：る

と

湯

ゲ

原

迄

達

し

乍

气

蠢

は

‘

歡

下
な
る

理由を以

つ
.
て

餮

版

1

達

靠

ぼ

S

囊

あ

る

。：但
し
I

新
聞
社
に
S

I

問
I

.

I

府
下
1

1

K

I
で
本
f

^ :
_

ル

內

編

殊
f

 

l

g
，
s

、
：
_

 

:

|
.
0 

續

_

^

要
ず
る
;に
‘
i

l

忿

て
 

に
f

さ
れ
な
：い
f

じ
巧
假
り
一
5
.
:市

傷

が

填
s

I

の
調
査
I

f

變

ず

る

と

、
.市
內
版
通
I

域
は
.f

ば
取
京
裏
に
限
ら
れ
：る
S

及
西
は
、
ほ,，

等
距
離
の
千
葉
、 

及
び
國
立
.に

及

へ

は

依

然

と

し

'て
湯
；ヶ

原

乃

宠

|〈

及

ぶ

裏

の
結
I

同
I

邊

g

へ
f

 4

で
ぁ
る
。
名

圖

中

に

ぁ

る
1

|

1
^

達
の
如
き
は
如
何
な
る
觳
を
以
を
す
る
か
不 

明
で
ぁ
る
0
各
祂
の
配
達
所
で
調
べ
.る
0
外
呔
な
；い
0

':
'
.

.
■ 

一
 

-
 

.
 

V

,

:

-ノ
 

-

■:
■
■
,: 

.

r

:,
:

:: ^
. 

•

次

翁

遷

f

つ
い
H

F

3
。
'之
れ
は
東
棄
話
中
央
局
霊
加
入
■

条

京

證

醫

通

話

影

^

を

靡

し

.、
寅

配

養

f

別
に
_

し

て

弯

行
は
れ
I

I

域
S

I

る
も
の
I

つ
"て
> 

*づ
.ま

ら
1

1

1

:

1養

京

電

爾

央

局

の

雾

加

X

區

域

が

印

大
都
市
生
.活
圈
办
炔
宛
に
ら
，い

て
,

へ

九

(
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篇
以
西
の
一
帶
、
舊
玉
川
村
、
池
上
、
羽
出
の
諸
地
域
が
除
外
さ
れ
て
ゐ
る
。(

昭
和
九
年
四
月
二
日
現
在
、
東
京
中
央
. 

電
話
局
、
電
話
I

簿
に
ょ
る〕

但
し
川
崎
市(

舊
市)

が
此
の
.區
域
內
に

編

入

さ

取

て

ゐ

る

o

 

區
域
が
横
濱
市
及
び
來
京
市
爾
餘
の
十
數
局
に
及
ん
で
實
施
せ
ら
れ
る
豫
定
と
宏
は

れ

る

o 

.
:

速

羅

便

麗

の

區

域

は
W

び
放
水
路
以
束
、
以
北
、
_

區
の
I

分

を

險

：
い
：て
■

く
な

.

っ

て

南

は

市

か

ら
■

所
謂
京
蓮
帶
に
沿
ふ
地
帶
を
經
て

(

即
ち
橫
濱
市
で
も
此
の
線
以
西
を

^

く

)

橫
濱

市

内

に

及

ん
 

で
I

:

此
の
速
達
I

域
に
於
い
て
も
策
京
の
北
、
東
、西

璧

方

馨

し

く

狹

少

に

.
局

限

さ

れ

て

I

f

話
I

に

至

つ

.て

は

大
體
東
京
市
域
で
あ
っ
て
、
若
し
强
ひ
てW

は
I

央
局
普
通
加
入
區
域
は
、
廣
い
意
味
の
東
京
の
中
心
地一域
と
§

て

萎

な

い 

地
域
で
あ
る
。

'

'

 

V

マ 

r 
-

し
か
し
此

の

因

子

の

，
示

す

地

域

は

、

•
從
來
f

の
k

比
し
て
、
著
し
く狹

少

で

I

，

表

は

、

其

§

あ
ら
ぅ
か
o

■

へ 

ニ

,

;
' 

V

:

'
 

. 

'

■:
. 

' 

:
.

'-
1
:
、

..

.

.

.

.

. 

-
.

!>
. 

.

.

.

.——

.

:
.
.
.
.
、
 

•

次
に
法
律
的
行
政
的
因
子
で
あ
る
。
法
律
に
ょ
っ
て
f

の
地
域
と
認
め
蒸

_

の
ぜ
、
そ
の
地
域
に
は
特
定
の
法
證
袈
演 

用
施
行
せ
ら
る
ベ

I

通
f

あ
る
爲
め
：隊

る

？故
に
、
都
苽
生
活
0
:

.

に
断
連
す
|

法
の
場
合
之
れ
を
因
子
と
し
て
取
极
つ
■ 

て

菱

I

ま
い
。
此
i

子
と
し
て
は
蕃
麵
地
域
と
.
>
,市
m
地
#
霰
取
締
法
及
皆
地
借
家

^ :

の
施

S

域

が

示

さ

れ

る

。

邡

1

1

1

1

 

芒

 

i

g

 

’



I

I

I

ry

X

九
二 

C

 I

五

I

市
計
蕺
她
域
に
つ.い
セ
；は
 

>
,現
舊
市
域
とf
 

4
.歎

す

る

M

佑
地
偏
•，議

#

行

..
^
域
に
.關

し

を

、
：
大
.；菜

罢

月

十

三

日

勅

令j

ー
〇
七
號
、
士
 
ニ
年
八
月
十
た
日
勅
令」
七 
一一

|

號
に
ょ
り

、

市
街 

地
鼠
築
物
取
ん
法
遍
灯
1£
:
'̂

に
關
し
て
は
^

-m
L̂
部
十
1へ：月
十
七
日
.勅
令
:/
!
.
:四
0
號
、
同
十
一 

'年
界
月
取
ロ
內
務
省
告
示
1

0
七
號
* 

大
疋
十r

t

■
.
月
廿
八
自
做
^

^

!

®一
四
七
號
等
.咬
ょ
0
裹

域

圓

を

裳

し

私

。
，，

_

以

後

變

聚

な

ぃ

：。
：本

圖

に

等

し

ぃ

1|
が
東 

京
市
編
の「

帝
都
復
興
事
業
_

」

爾

和
_

)

及
_

凡
社
版「

害

科

還

^
の
；

「

朿
京
市
_

雷

載

せ

；ら
れ
て
|

^

揭
げ
た
郵
M

因
无
に
ょ
.る
雄
警
表
は
さ
れ
更
ヒ
馨
.に
は
,'
>
枳

央
_

市
場
法
適
.用
區
：域
阖
發
げ
ら
.れ
セ
ゐ
る
;0
政

^
^

■
Is#

法

適

.片

區

域

ゆ

昭

和

，カ
每
九
月
の

.追

加

指

定

黑

乂

げ

た

爲

や

、
；
.今

日

に

於

い

；
で
餘
、

都

市

許

_

地

.域

と

同

じ

範

園

に

擴

.
大

.さ
，れ

て

t

o

.

‘
-

.こ.

-

.

.

.. 

.
/

■9

.右
^
内
ノ
市
街
地
龜
築
物
取
締

^

^

區
.域
ゆ
都-

^
9

5
產

-
相
似̂
ゐ
名
が
東
凉
拊
の
北
因
部

 

>
.裴
部
に
於
い
て

依
然 

4
し
：て
除
外
さ
れ
る
區
練
が
ぁ
る
ダ
借
地
借
家
法
施
行
區
域
は
、
：
裹
に
狹
少
で

 
> 
.
先

拿̂
m
京
電
話
中
央_
の
普
.通
加
入
區
域
fc
近
い

も
ゆ
が
’

ぁ
’る 

9 

ス.
.
.

V、
.

：
.

.

一'

.」

^

 

r 

^

 

. 

^
 

,
 

> 

:

.

. 

. 

:

• 

• 

、
-
.
! 

<
-
•
-
-
• 

r 

-- 

*- 

. 

.

.

.

.

.

. 

• 

• 

' 

• 

-
 

.it
 

.. 

f 

, 

• 

•- 

* 

• 

c 

. 

.
•■.
.
.
.

r
宂
來
、、■鲁

1

東
市
_

心

、
と.す
*.
^

_

區
劃(

敵
記
郵
_

予
も
_

^
1:
:

>

地̂
域
|
|
^
製̂
す
る
.必
要
太
>
'昭

：和

七

年
_の
1?
或 

獺
歷
前
に
於
い
て
.、
ヾ
_

.

老

朿

京

市
''
^

1

區
梂
と
'の

本

襄

泰

す

爲

め

；£
必

要

茗

^

た

笤
 

割
I

比
舊
東
哀
市
以
外
に
、：̂

れ
に
直
接
接
觸
I

.
町
村
即
A
品
川
、
.：：大
崎
で
肖 

含
-
代
々
f

.̂
駄

ヶ

：谷

、
：
板

癖

、

南

千

住

、

|1
鴨
，
：高
田
、
'

:
里
2

|

_

|

 

に 

i

 

§

 

(

一
 

I

)



•k

都
啪
坐
派M
CO
-
泥
釔
ぬ
ウ1
て 

匕

琪

(

！?.」

、
六

)

^

吾
寧
'
龜
戶
ノ
大
#

>
砂
邮
、
隅
田
”

千
银
等
の
み
が
包
含
あ
れ
て
、
' 事
實
上：

の
東
京
市
を
东
し
で
，ゐ
た
の
で
あ
る
々
是
等
の
地 

域
及
そ
か
外
方
地
域
扒
東
東
市
匕
編
人
さ
れ
た
今
日
;:
:
*楚
等
»

政
區
劃
摩
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述
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述
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澤
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で

ぁ

り

、

等

距

離

I

在

し

-
無

料

配

達

區

域

で

t

、
往
々
に
し
て
都
市
計
蠻
域
た
り
得

I

f

持
つた

も

の

で

ぁ

る

。

此
の&

に
於
い
て
今
一
度
考
へ
た
い
f

、
湘
南
地
方
の
，特
殊
性
で
ぁ
る
。
鎌
倉
藤
澤
返
子
を
連
ね
る
一
.帶
は
、
全
然
、東

裏

ひ
 

は

獲

の

)

_

l

i

。
そ
f

、
こ
I

で
l

i

子
I

は
I

I

、
寧
ろ
、
i

の
笫 

1

外
方
2

と
4

つ
て
差
支
な
い
感
が
ぁ
り
、
藤
澤
以
西
の
地
帶
が
そ
の
糜
で
は
、
第
二
外
方
地
域
た
り
得
る
様
に
思
へ
る。
切 

f

方
が
か
、
る
性
質

I

な
へ
た
の
は
、
其
の
.土
地
に
ょ
る
生
活
が
皆
無
の
爲
め
.で
ぁ
る
。
此
の
點
川
口
市
附
近
、
川
崎市
、I

 

计
と
其
の
性
嗔_

に

す

る

遛

で
-

興

邊
_

翁

對

廣

と

な
&

得
る
ヮ
5

ぁ
る
。

兎
に
角
、
め

I,〕

舊

离

、-

-

i

i

®

 

I

I

0

1

、
隹

一

の
I

I

籠

f

 

i

l

l
し
て
、
：
第I

:
棄
地
域
に
迄
及f

の
I

て
I

第
一
I

:昼

 

即

ち

そ

の

作

？

多

春

ら

.：
の

I

に
I

I

で
.

I
.
。
：

そ
し
て
-
愿

I

ぐ

美

■

藤
&

い
て
_

%
§

^

■

齟
S

L-
S

■

も
の
と
な
る
で.

I
ぅ
。
藍
し
、
交
通
ま 

社
會
で
あ.り
、
共
藍
に
奮
れ
る
生
活
の
一
表
現
で
あ
る
か
ら
。
 

:

以
上
I

つ
て
木f

f

ぅ
と
す
る
。
‘
露

に
I

I

加
I

し
た
爲
め
に
、
所
論
い
？

か
不
充
分
に

I

®

が
I

O
 

旣
に
S

た
I

f

生
活
圏
決
定
の
調
丧
に

，
 ̂

i■
で
：：

I

れ
：ばI

勺

.本
硏
究
ほ
そI

I
建

奮

雄

め

；

I

け
？
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_

藥

|

|

|

に
.着

鼻

究

め

.上

>

1

し
た
い
心
算
でI

O
へ
そ
れ
故S

方
面

I

I

I
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大
：都
.

^

生
：活

圈

：の
^

定
.
に

ヤ

い

；て
..、： 

J
o

l
l

.

- '. 

、
.
.
I

五
'

七

B
n
.

.
.

.

.

.

.

宰
^

で
^
.る
。
^
昭
和
九
年
九
月
±
1

1)

.ハ
パ 

,

-

'

.

追
記
本
稿
は
甚
だ
酿
期
間
に
執
氣
し
た
铸
め
に
期
る
遨
憾
が
點
が
多
い

. ^
^

^
 

畏
友 

ゥ

’
;■
^

^

島
榮
次
货
を
は
七
め
ハ̂

究
會
學
也
諸
！
^

ナ
方
な
ち
，
ぬ

御

^

介
を
か
.げ
た
'0
:
.郵
便
、
；
法
律.に
現
{t
:れ
た
行
政
區
割
友
び
西
貨
店
、

.

.新

聞
'0
:勢

カ

範

圍
*-
っ
い
て
加
小
島'̂
^
御
盡
カ
を
得'-
»
交
通
機
關
及
旅
客
調
査
に
：於
い
て

.

學
生

.

兒
主
：
、
.
田
中
、
坂
寄• 
■小

古

間

の

諸 

消

を

傾

し

，
ハ

地

圖

及

び

^

表
(0
.

作
表
に
は
同
じ
く
堀2
君
の
努
カ
に
負
ふ
所
頗
る
大
で

.

あ
つ
た
。
又
四
頁
大
の
地
圖
揷
入
に
つ
い
て
の 

.

*
.;
本
誌
編
輯
客

御
悅
諾
を
得
た
事
、
い
：ゴ
れi

啦
の
« :

會
&

謝
ず
る
次
黎

■

°:
,-
:
.
"
り

へ

. 

’ 

. 

'

な

ほ

此

の
.

種

の

調

齑

の

意

蓊

に

就

，い

て

敏

べ

る

な

ら

ば

‘

S t

-畫
及
び
經
營
の
諸
方
面
に
於
い
て
最
も
重
盟
視
し
て
差
支
な
い
极
本
調
整 

:

:

■.

' 

:

で
ぁ

.

る
,'

0
百
货
庙
經
營*

小
實
商

'<

0
問
題

.

.

；更
に
都
市. #

:

宅
政
策
ぃ
農_

經
營
、0:
煬
設

*

の
考
儷̂

^
^

,:

諸
般
.の
經
赞
上
、
先
っ
极
沐
的.に
挤
究
を
耍
オ
る
前
遥
焚
ぁ
る

〜

都
市
計
畫
が
之
れ
を
肝
要
と
オ
る
の
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
此
の
意 

.

.

.

. 

'
味
に
於
い
て
此
種
の
研
究
の
熾
に
な
る
事
を
冀
ふ
次
第
で
あ
る
。
：

I

(

そ
の
生
涯
並
び
に
政
治
恩
想〕

m
. •

田

m

「

そ
の
人
の
生
涯
を
逸
す
る
な
ら
ば

、

合
衆
國
獨
立
戰
爭
凍
は
完
身
を
得
な
い」

'<
*
!稱
さ
れ
た
る
ド
ー
.マ
.ス
ム
:イ
ン
は
、
l
t
H
A
U
U
I
. 

1

月1
1

十
九s

英
调
はN

l
f
o
l
k

州
な
るT

h
i
r
d

に
、
コ'
ル

セ

ッ

ル

囊

盗

子
.と

し

て

生

れ

た0 

'父
は
ク
：H

イ
カ
、
丨
敎
徒
で 

f

 

:

舟
：は

英■

々
敎
を
奉
じ
て
ゐ
た
。±

l.j

才

に

し

.て

小

學

校
^
終

，へ
、̂
.の

業

に

就

ぃ

た

が

、

熱

情

忙

富

め

る

胜

格

と

、
'
そ

の

業 

務
と
の
雙
し
ぃ
懸
隔
は
、;'
:
遂
に
彼
$

て
、
そ
の
業
を
放
擲
し
て
倫
敦
に
難
か
し
め
た
;:
^

金
も
無
、

^ ̂

靑
年
は
.̂
. 

が

て

ド

：丨

芩

に

；行

っ

た

。

旣

に

|

は
英
佛
戰
滞
が
寘
せ
ら
れ
て
ゐ
た
0

彼
の
小
_

長

た

：り

し

退

役

軍

人

.

1

1

 

K
n
o
w
i
e
s
e

 

の「

誤

れ

务.七
ロ
.イ

ズ

ム」

の

薰

掏

を

受

け

た

る

、

而

も

年

齒

未

だ

十

七

に

滿

た

ざ

る

ペ

イ

ン

の

胸

に

、
‘
既

望

は

烈
々
と
燃
え
上

り
-「

砲
- 

ロ

の
裡.

M

さ
^
も

、
.空

と

名

颦

を

求

め
.て」

私

掠

船♦

&

l

e:M 

和

の

.世

界

的

使

徒

た

る

の

運

命

を

任

へ

名

そ

の

人

.の
生
涯
は
、
.か
く
て
、
.
.
.
戰
^

め
；に̂

つ
て」

こ
の
擧

は
一
度
驵
止
さ
れ
た
け
れ
ど
も「

次
し
如
ら
^

し
て
そ
' の
感
銘
せ
ぅ
す
ら
ぎ」

再
び
私
掠
船K
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n
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